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今

泉

岩
手
県
「
歴
史

昭

和

五

十

五

年

二

月

岩

手

県

文

化

財

調

究

報

告

書

第

四

十

一

集

街

岩

の
道
」
調
壺
報
告

手

県

教

育

委

員

道

会



す。
道
・
河
川
な
ど
の
交
通
路
は
、
古
く
か
ら
文
物
や
人
々
の
交
流
の
舞
台
に
な
っ
て
お
り
、
本
県
の
歴
史
を
知
る
上
に
き
わ
め
て
重
要
な
音
心
味
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
産
業
経
済
が
薯
し
く
発
展
し
、
社
会
構
造
か
変
遷
す
る
な
か
て
、

か
つ
て
は
交
通
か
大
変
不
便
て
あ
っ
た
山
道
も
改
良
さ
れ
、
舗
装
さ
れ
て
近
代
的
な
道
路
に
か

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
街
道
の
並
木
・
番
所
跡
・
一
里
塚
な
ど
の
交
通
関
係
の
遣
跡
も
急
激
に
久
わ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
か
、
本
県
て
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
重
視

し
、
昭
和
五
十
三
年
度
か
ら
国
庫
補
助
を
受
け
て
歴
史
の
道
の
調
在
を
実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

本
報
告
書
は
、
本
年
度
に
調
査
し
ま
し
た
七
街
道
の
う
ち
、
奥
州
道
中
の
山
目
宿
か
ら
東
に
進
み
、
気
仙
郡
今
泉
宿
に
い
た
る
「
今
泉
街
道
」
に
つ
い
て
、
街
道
の
現
状
と
文
化
財

の
保
存
状
況
な
ど
、
そ
の
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
総
合
的
に
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
書
が
、
今
後
の
交
通
関
係
遺
跡
の
保
護
及
び
歴
史
の
遁
研
究
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
て
あ
り
ま
す
。

教
育
長

新

里

岩

丁

県

教

育

委

員

会

盈

な
お
、
調
査
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
調
在
員
各
位
並
び
に
関
係
市
町
村
教
育
委
員
会
を
は
じ
め
諸
貧
料
を
提
供
し
て
く
た
さ
っ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
け
ま

昭
和
五
十
五
年
―
―
一
月

序

3
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四
、
調
在
の
方
法
は
、
地
区
調
在
員
か
渦
在
カ
ー
ト
を
作
成
し
、
調
査
カ
ー
ド
に
も
と
づ
き
専
門
潤
査
員
が
確
認
調
査
を
行
な
っ
た
。

五
、
本
書
は
、
専
門
凋
査
員
細
井
註
か
執
筆
し
、
文
化
課
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。

仁）

補

助

員

日
地
区
調
査
員
（
陸
前
高
田
市
）

専

門

調

在

員

専

門

調

在

員

主
任
専
門
調
査
員

イ ア

収
集
し
た
も
の

調
査
し
た
れ
項

地
区
調
査
員
(
-
関
市
）

地
区
調
査
員
（
東
山
町
）

地
区
調
査
員
（
大
東
町
）

凶 宗

橋

哲

郎

宮

参

治

郎

岩
手
大
学
文
部
技
官

前
市
立
博
物
館
長

菊

池

裕

紀

大

東

町

文

化

財

調

在

員

小
野
寺

千

築

吉

田

義

昭

盛

岡

市

教

委

文

化

財

専

門

員

細

井

草

間

俊

一
、
本
調
査
の
調
査
員
・
補
助
員
は
左
品
の
と
お
り
て
あ
る
。

一
、
本
軒
曰
は
歴
史
の
逍
「
今
泉
街
道
」
に
関
す
る
報
告
因
で
あ
る
。

二
、
本
調
査
は
主
と
し
て
次
に
あ
け
る
も
の
を
収
集
し
、
凋
在
を
実
施
し
た
。

古
文
書
、
地
誌
類
、
紀
行
文
、
山
絵
図
類
や
明
治
時
代
の
実
測
図
な
と
。

道
及
び
こ
れ
に
沿
う
地
域
に
残
る
遣
跡
の
分
布
状
況
と
保
存
の
実
態
。

江
戸
時
代
の
国
界
・
藩
界
及
び
郡
名 例

郎
東
山
町
文
化
財
調
査
員

郎 H 

一
関
市
文
化
財
調
査
員

岩
手
大
学
教
授

岩
手
大
学
教
授

口

5
 



地
図

写
真

街
道
筋
に
残
る
主
な
文
化
財

街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況

今
泉
街
道
に
つ
い
て

例 序

,,, 

H
 

岩

手

県

教

育

委

員

会

教

育

長

新

里

次

盈

37 31 27 8
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付
、
願
之
趣
旨
不
被
及
御
沙
汰
旨
被

告
書
』
第
六
〇
集
、
傍
点
筆
者
、
以
下
同
じ
）
と
、
却
下
さ
れ
た
文
中
に
明
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
幕
府
は
白
河
以
北
の
奥
州
道
中
の
延
長
線
を
脇
往
還
（
脇
街
道
）
と
み
な
し

て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
東
北
地
方
を
縦
断
す
る
幹
線
道
路
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て

い
た
こ
と
は
半
実
で
あ
る
。
こ
の
幹
線
道
路
と
し
て
の
広
義
の
奥
州
道
中
か
ら
は
、
多
く

の
脇
街
道
か
分
岐
し
て
い
る
。
本
報
告
て
取
扱
う
今
泉
街
道
も
そ
の
―
つ
て
あ
る
。

江
戸
時
代
の
陸
上
交
通
を
支
配
関
係
か
ら
一
瞥
す
る
と
、

・
甲
州
道
中
・
日
光
道
中
・
奥
州
道
中
）
が
蘇
府
道
中
奉
行
の
管
轄
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
そ
の
他
の
街
道
は
、
白
河
以
北
の
い
わ
ゆ
る
奥
州
道
中
を
も
含
め
て
、
幕
府
勘
定
奉

行
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
賃
銭
な
ど
の
統
制
面
に
か
か
わ
る
点

仰
渡
可
然
奉
存
候
」

（
『
宮
城
県
文
化
財
調
査
報

中
困
窮
と
之
申
立
を
以
、
此
上
再
割
増
被

（
東
山
町
）

仙
郡
に
入
り
、
矢
作
村
（
陸
前
高
田
市
）
か
ら
今
泉
宿
（
陸
前
高
田
市
気
仙
町
）

じ
る
道
筋
が
、
今
泉
街
道
と
か
、
気
仙
街
道
な
ど
と
呼
は
れ
て
い
た
も
の
て
あ
る
。
こ
れ

ら
の
呼
称
の
う
ち
、
本
報
告
て
は
今
泉
街
道
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
の
奥
州
道
中
は
、
厳
密
な
音
心
味
で
は
、
宇
都
宮
宿
の
次
の
白
沢

か
ら
奥
州
白
河
ま
て
の
一

0
宿
で
あ
り
、
白
河
以
北
は
そ
の
延
長
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
万
延
元
年
(
-
八
六

0
)
に

仙

台

藩

か

「
是
迄
四
割
増
之
上
江
戸
割
増
、
都
合
七
割
増
」
の
人
馬
賃
銭
を
願
出
た
の
に
対
し
て
、

、

幕
府
勘
定
奉
行
名
て
「
脇
往
還
江
右
休
多
分
之
割
増
相
娠
候
先
例
無
之
、
殊
二
割
増
年
季

五
街
道
（
東
海
逍
・
中
山
逍

今
泉
街
道
に
つ
い
て

仰
付
候
而
者
、
外
暫
？
も
相
成
可
申
哉
ニ

へ
と
通

奥
州
道
中
の
山
目
宿
を
起
点
と
し
て
東
に
進
み
、
仙
台
藩
西
磐
井
郡
の
中
里
・
作
瀬
、

東
磐
井
部
の
舞
草
・
相
川
の
各
村
（
以
上
一
関
市
）
を
経
由
し
、

．
摺
沢
・
大
原
（
大
東
町
）

さ
ら
に
松
川
•
長
坂

の
四
宿
駅
を
通
過
し
、
笹
ノ
田
峠
を
越
え
て
気

J

ろ
に
ほ
ほ
確
定
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

市
町
屋
敷
検
断
軍
蔵
」
の
先
祖
て
三
代
目
の
治
部
之
助
は
、

「
代
数
有
之
御
五
姓
畠
出
」
に
、

し
た
が
っ

宿
駅
で
あ
る
大
原
宿
に
つ
い
て
は
、

「
松
川
村
絵
図
」

「
摺
沢
村
絵
図
」

J

の
道
筋
は
元
禄
―
一
年
（
一
六
九
八
）

の
「
東
山
舞
草
村
絵
図
」

・
「
相
川
村
絵
図
」

道
、
磐
井
よ
り
長
坂
・
大
原
を
経
て
今
泉
に
至
る
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

「
気
仙
街

四
年
の
「
岩
手
県
記
録
」
を
み
る
と
、

「
気
仙
街
道
、
磐
井
か
ら
長
坂
・
大
原
を
経
て
気

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
街
道
の
普
請
・
橋
梁
の
修
押
・
並
木
の
保
護
な
ど
の
実
際
面
に

か
か
わ
る
点
は
、
沿
道
の
大
名
や
旗
本
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
の
管
坪
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
い
た
。

で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
、
今
泉
街
道
は
仙
台
藩
口
部
一
関
藩
）
の
管
理
す
る
と
こ
ろ

そ
の
実
際
面
は
沿
道
の
村
々
の
貞
任
で
行
な
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
今
泉
街
道
に
つ
い
て
、
次
に
、

わ
ず
か
な
史
料
を
と
お
し
て
簡
単
に
触
れ
て
み
る

こ
と
に
す
る
。
ま
す
、
山
目
宿
(
-
関
市
）
か
ら
今
泉
宿
に
至
る
道
筋
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
が
い
つ
ご
ろ
開
発
さ
れ
、

に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。

そ
の
後
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
改
良
柏
備
さ
れ
て
き
た
も

の
か
、
史
料
的
に
そ
の
間
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
不
可
能
て
あ
る
が
、
明
治
一

仙
に
至
る
。
迎
中
四
駅
」
と
あ
り
、

ら
に
、
元
禄
―
二
年
（
一
六
九
九
）

ま
た
明
治
期
の
「
区
費
例
則
」
に
も
、

「
長
坂
村
絵
図
」

「
大
原
村
絵
図
」
、

さ

の
「
矢
作
村
絵
図
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
な
ど

し
か
も
こ
の
よ
う
な
ル
ー
ト
、
す
な
わ
ち
、
山
目
宿
か
ら
松

川
・
長
坂
・
摺
沢
・
大
原
等
を
経
て
今
泉
宿
に
至
る
道
筋
は
、
す
で
に
近
世
初
頭
に
ほ
ぼ

て
き
あ
が
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
今
泉
街
道
の
宿
駅
の
一
っ
て
あ
る
摺
沢

宿
は
、
天
正
年
間
に
本
宿
か
ら
引
町
し
て
成
立
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
し
、
隣
の

あ
る
今
泉
宿
は
、
安
永
四
年
(
-
七
ヒ
五
）

「
九
代
相
続
、

「
慶
長
年
中
大
原
町
始
り
之

節
汐
検
断
御
用
相
勤
候
由
申
伝
候
得
共
、
在
役
年
数
相
知
不
申
候
山
」
と
品
さ
れ
て
い
る

の
で
、
疫
長
年
間
の
町
立
て
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
今
泉
街
道
の
終
着
駅
て

の
「
風
士
記
御
用
よ
出
」
に
よ
れ
は
、
寛
永

一
九
年
（
一
六
四
二
）
の
検
地
以
前
か
ら
の
町
場
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。

て
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
す
れ
は
、
今
泉
街
道
の
お
お
よ
そ
の
道
筋
は
、
慶
長
・
尤
和
の

7
 



用
書
出
」
を
み
る
と
、

(2) (1) 

旧
舟
着
場
跡
ー
中
里
二
関
市
）

山
日

1
旧
舟
着
場
跡
（
一
閃
市
）

っ
て
説
叫
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

内
し
て
い
る
。

は
ヽ

道
と
は
崩
接
閃
係
な
い
が
、
文
化
八
年
(
-
八

-
）
建
立
の
桃
の
木
訓
入
口
の
逍
標

戸
期
）
に
も
「
南
す
る
さ
わ
、

（
右
）
さ
る
沢
道
、
十
二
里
」
と
刻
ま
て
い
る
し
今
泉
街

街
道
の
現
状
と
文
化
財
の
保
存
状
況

カ
）
、
南
ハ
鹿
折
気
仙
沼
道
、

は
、
宝
暦
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
梅
木
の
逍
標
に
は
、

「
東
ハ

（
欠
担
：
・
:
・
今
泉
高
田
道

十
二
里
程
」
、
欠
作
村
（
陸
前
高
田
市
）
で
は
「
道
壱
筋
、

れ
ぞ
れ
の
日
的
地
の
名
を
つ
け
て
、

「
ど
こ
ど
こ
へ
の
適
」
と
い
う
の
が
一
般
的
な
呼
称

も
っ
て
一
里
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、

の
中
で
、

「
小
直
」
の
方
は
統
一
さ
れ
て
い
な

山
之
目
町
江
の
道
、

町、

「
大
道
」
か
ー
ニ
六
町
を

里
拾
互
丁
」

―
小
道
一
で
「
八
里
―
―

-r
（
「
長
坂

道
の
長
坂
宿
（
東
山
町
）
か
ら
摺
沢
宿
（
大
東
町
）
ま
て
の
道
法
は
、

「
大
道
一
て

一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
の
で
、
明
治
期
に
は
「
気
仙
街
道
」
と
か
、

「
今
凩
街
直
」
と
呼
ば
れ
て
い

「
大

•
明
治
期
の
口
岱
買
例
則
」
な
ど
を
み
る
と
「
気
仙
街
追
」
と
あ
り
、
団
―
―
―
―
一
年

（
一
八
九

0
)
の
岩
手
県
道
路
改
修
案
（
実
現
し
な
か
っ
た
）

に
は
「
今
泉
街
直
」
と
晶

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
明
治
後
半
以
降
に
な
る
と
、
大
休
「
今
泉
街
道
」
の
呼
称
か

安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
提
出
さ
れ
た
各
村
の
「
風
七
晶
御
用
圭
□

出
」
に
よ
れ
は
、

作
瀬
村
(
-
関
市
）
て
は
「
廿
郡
恥
西
磐
井
郡
、
筆
者
註
、
以
ド
同
じ
）
山
目
町
井
東
山

松
川
町
江
之
追
、
道
法
大
数
小
道
、
山
目
町
江
廿
一
―

-
T
除
、
松
川
町
江
拾
六
里
利
」
と
InL

し
て
い
る
。
ま
た
、
相
川
村
(
-
関
市
）
て
は
「
当
郡
（
東
磐
井
郡
）
長
坂
町
ぷ
西
磐
井

一
筋
、
道
法
御
村
境
汐
小
道
、
長
坂
町
江
五
里
半
程
、
山
ノ
目
町
江

上
ハ
東
山
大
原
町
、
下
ハ
竹

郡
（
気
仙
郡
）
今
泉
町
江
之
道
、
右
道
法
当
村
境
¢
小
道
、
大
原
町
ll

拾
五
里
、
今
泉
町

u

三
里
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
出
述
か
ら
す
れ
ば
、
当
時
の
街
逍
に
つ
い
て
は
、
そ

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
今
呆
街
道
沿
い
に
あ
る
道
標
か
ら
も
指
摘
で
ぎ
る
。

た
と
え

西
ハ
生
出
大
原
迎
」
と
あ
り
、
折
坂
の
絵
人
り
道
標
（
江

「
左
さ
る
さ
わ
道
お
き
た
逍
、
う
し
ろ
は
正
法
寺
消
、
む
こ
う
ハ
す
る
さ
わ
道
、
右

ハ
な
か
さ
か
道
」
と
、
猿
沢
・
卯
田
、
正
法
寺
、
摺
沢
、
長
坂
の
各
地
へ
通
じ
る
逍
を
案

し
た
が
っ
て
、
今
泉
宿
を
日
的
地
と
し
て
広
く
と
ら
え
る
場
合
に
は
、

「
今
泉
町
江
之
道
」
と
い
う
應
味
て
、
今
泉
街
道
と
呼
は
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
里
程
に
つ
い
て
一
言
触
れ
て
お
こ
う
c

摺
沢
村
（
大
東
町
）

の
「
風
土
出
御

「
当
郡
（
東
磐
井
郡
）
長
坂
町
江
一
里
拾
五
丁
、
·
·
:
•
•
以
上
七
ヶ

帥
村
境
ぷ
小
迎
、
松
川
町
へ

r里
、
山
ノ
目
町
へ
丘
里
一
と
ー
叫
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
大
道
」
と
「
小
道
」
の
区
別
か
み
ら
れ
る
。
仙
台
湘
て
は
概
し
て
中
要
道
路
を

道
」
て
あ
ら
わ
し
、
そ
の
他
の
村
道
的
な
も
の
は
「
小
直
」
て
表
示
し
て
い
る
場
合
か
多

い
よ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
統
．
さ
れ
て
い
た
わ
け
て
は
な
い
。
た
と
え
は
、
今
泉
街

〈
「
摺
沢
村
風
士
記
御
用
息
出
こ
、

村
風

t
晶
御
用
書
出
一
）
と
あ
り
、
同
一
の
ル
ー
ト
〈
今
泉
街
道
）
か
「
大
道
」
と
「
小

道
」
て
表
ぷ
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
1

例
で
あ
る
⑳
こ
こ
て
は
「
大
道
」
が
一
里
1
1
-
―
―
六

「
小
逍
」
が
一
里
1
1
六
町
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、

か
っ
た
よ
う
て
あ
る
。
た
と
え
は
、
占
川
古
松
軒
が
そ
の
著
『
東
遊
雑
記
』

「
仙
台
城
↑
よ
り
北
方
は
、
今
に
夷
の
風
俗
あ
り
て
ガ
巾
異
な
る
こ
と
多
く
、
行
程
も
五

町
一
里
、
六
町
一
里
、

ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

七
町
一
里
な
ど
と
所
ど
こ
ろ
に
て
替
わ
り
た
る
に
、
仙
台
城
下
よ

り
南
は
、
9

汀
程
も
一
二
十
六
町
を
以
て
一
里
と
し
、
…
・
:
」
と
指
摘
し
て
い
る
の
は
そ
の
あ

今
呆
街
直
は
一
関
市
山
目
町
か
ら
陸
前
高
田
市
気
仙
町
（
今
泉
）
ま
て
て
あ
る
。
こ
こ

て
ぱ
、
そ
の
間
の
街
道
の
現
状
と
F
へ
化
財
の
保
存
状
凡
に
つ
い
て
、
次
の
区
分
に
し
た
が

品
録
」

ー
風
士
晶
御
用
占
出
」

に
は
「
当
郡
松
川
町
ぷ
西
岩
井
山
ノ
目
町
へ
之
逍
、
屯
筋
、

逍
法

次
に
、
街
道
の
呼
称
に
つ
い
て
て
あ
る
か
、
明
治
一
四
年
(
-
八
八
口

の
「
岩
手
肌

所
、
里
数
何
も
大
直
を
以
御
内
卜
仕
候
巾
」
と
あ
り
、

一
方
、
舞
草
村

.
l
i
)
 

（

快

叶

の

8
 



は
道
が
消
え
、

そ
の
後
は
ほ
ほ
県
道
と
重
な
っ
て
東
進
し
て
い
る
。

・
ニ
丁
目
の
千
葉
家
と
田
中
家
と
が
対
面
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
起
点
と
し
て
い
る
。
旧
適

入
口
の
左
側
に
あ
る
住
宅
（
千
策
フ
シ
所
有
）
は
明
治
中
期
の
建
築
と
い
わ
れ
、
格
子
戸

や
木
柵
な
ど
に
宿
場
町
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。
旧
道
の
道
輻
は
起
点
付
近
で
二
七

0

em
、
そ
こ
か
ら
約
―

1
0
0
m
先て一――一．パ
o
e
m
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
間
は
旧
道
が
そ
の
ま
ま
市

道
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
先
の
町
裏
か
ら
東
北
本
線
の
敷
地
を
横
切
る
辺
ま
て

柵
瀬
橋
の
手
前
約
四

0
0
m
の
所
で
県
道
か
ら
左
手
に
市
道
中
里
線
が
分
岐
し
て
い
る

が
、
そ
の
分
岐
点
を
越
え
た
道
の
左
側
に
、
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）

県
道
一
関
大
東
線
（
以
下
、
県
道
と
い
う
）

の
起
点
よ
り
少
し
南
の
、

の
塩
釜
大
明
神
碑

一
関
市
山
目
町

" 

八

奥
州
道
中
の
山
目
宿
か
ら
分
岐
す
る
今
泉
街
道
（
以
下
、

旧
道
と
い
う
）
は
、
現
在
の

①

山

目

ー

旧

舟

府

場

跡

こ、‘
 

う）

二
境
内
竪
七
間
、
横
六
間
、

一
堂

一
本
約
先
年
方

部
分
を
除
い
た
切
の
道
筋
で
あ
る
。

五
）
の
中
里
村
(
-
関
市
）

の
「
風
土
記
御
用
畠
出
」

（
以
下
、

「
安
永
風
士
記
」
と
い

（
一
七
七

致
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
県
追
や
国
道
（
三
四
そ
号
線
）
と
異
な
っ
て
い

こ、
？＂り・

る
。
と
く

ル
ー
と
の
著
し
く
変
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
図
と
伺
、

そ
れ
に
大
原
宿
の

る。

以
上
の
う
ち
、

①
・
①
の
道
筋
は
一
部
分
を
除
い
て
ほ
ぼ
県
道

(
．
関
大
東
線
）
と

⑪
下
淵
橋
ー
今
泉
宿
（
陸
前
高
田
市
）

⑩
梅
木
ー
下
淵
橋
（
陸
前
闊
田
市
）

上
の
橋
ー
荒
瀬
・
流
矢
（
東
山
町
）

五
Cm

、
安
山
宕
）
か
あ
る
。
こ
れ
ら
の
古
碑
間
は
lLI小
逍
の
拡
幅
工
ト
の
際
、
付
近
に
あ
っ

た
古
碑
を
現
在
地
に
ま
と
め
、

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
固
定
し
た
も
の
て
、
今
後
の
保
存
は
良
好
と
思
わ
れ
る
が
、
将
米
現

在
地
か
北
上
川
遊
水
地
と
な
っ
た
場
合
に
は
、

こ
の
柵
瀬
占
碑
群
か
ら
約
＾
k
m
北
西
に
千
手
観
音
堂
か
あ
る
。
安
永
四
年

安
置
不
仕
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
棟
札
に
よ
る
と
、
現
在
の
観
音
堂
は

文
化
ロ
一
年
二
八
一
五
）

そ
の
台
石
を
縦
五
四
五
Cm

、
横
―
―
―

--Ocrn
、
厚
さ
―

-ocm

さ
ら
に
そ
の
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ

南
向
一
間
四
面
、

の
建
立
で
大
工
棟
梁
小
野
寺
源
太
夫
、
そ
の
後
、
天
保
六
年

ニ
八
三
五
）
に
補
修
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
わ
か
る
。
昭
和
三
年
ご
ろ
に
銅
板
に

苔
耳
替
え
ら
れ
た
か
保
存
は
良
好
て
あ
る
。
な
お
こ
の
源
太
夫
は
、
文
化
九
年

二
）
に
赤
荻
村
(
-
関
市
）

の
鎮
守
で
あ
っ
た
観
音
堂
や
文
政
―
一
年
（
了
八
二
八
）
に

中
尊
寺
弁
慶
堂
を
建
立
し
た
平
泉
高
館
の
住
人
で
あ
り
、
当
地
方
の
有
名
な
棟
梁
で
あ
っ

た
。
こ
こ
の
境
内
に
は
文
政
七
年
□

八
二
四
）

0
)
の
五
重
石
塔
、
嘉
永
六
年
(
-
八
五
―
―
ー
）

の
崎
大
明
神
碑
（
高
さ
八
六

cm
、
輻
四

o
c
m
、

11さ
―

o
c
m
、
粘
板
岩
）
、
寛
政
―
二
年
(
-
八

0
0
)
 

さ
四
八
Cm

、
輻
三
九
Cm

、
厚
さ
―
―
―

-cm
、
安
山
岩
[
)

の
子
安
観
音
石
像
（
山
向

の
ほ
か
に
、
文
政
一
三
年
(
-
八
三

の
石
燈
籠
が
あ
る
か
、
五
重
石
塔
は
昭
和

乃
―
ー
年
の
宮
城
県
沖
地
震
て
倒
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
よ
り
わ
す
か
南
の
市
道
中
里
線
に

沿
っ
た
三
本
木
に
は
、
犬
明
九
年
（
一
七
八
九
）
の
雷
神
碑
（
高
さ

1
6
1
―-cm
、
輻
九
八

(9) (8) 

標
示
合
沢
ー
梅
木
（
陸
前
高
田
市
）

大
原
宿
ー
標
示
合
沢
〔
大
東
町
）

文
化
一
三
年
□

八
．
ふ
ハ
）

の
不
動
明
主
半
像
（
．
り
回
さ
―
―
―

-Ocm
、
幅
六
五

cm
、
肛
さ

(7) (6) (5) 

八
幡
前

1
大
原
宿
（
大
東
町
）

文
政
三
年
(
-
八
二

0
)
の
庚
中
JJt11(
，
砂
さ
一
三
七

cm
、
輻
五
一

1em
、
麻
さ
―

J
i
e
m
)
、

流
矢
／
八
幡
前
（
大
東
町
）

年
(
-
八
六
六
[
)

の
山
神
碑
勾
回
さ
―

o
o
c
m
、

、•.• 

m
、

=
-
C
 

・ロ田軋ナ
ノ

原
さ
―

-ocm
、
花
拗
岩
）

八
―
-
）
の
雷
神
塔
（
占
回
さ
八
丘

cm
、

L

q

m

、

i

]

C

 

1"m1 

血
・

屈
さ

__ -cm
、
粘
板
岩
）
、

慶＇兄

(4) (3) 

碕
卜
峠
ー
上
の
橋
（
東
山
町
）

湯
殿
山
碑

〈
心
砂
さ
ニ
ハ

O
c
m
、

L‘Orn
、

/

C

 

百
田ふ
』

肛
さ
四
ー
―

-cm
、
花
面
岩
）
、

文
化
八
年
（

中
里
／
高
卜
峠
□

閃
市
）

（
止
り
回
さ
一
九

O
c
m
、
輻
四
し
ハ
Cm

、
厄
さ
一
＿
八

cm
、
粘
板
岩
）
、
文
久
；
．
年
(
-
八
六
―
-
.
)
の

，
 



e
m
、
厚
さ
三

O
c
m
、
安
山
岩
）
、
寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）

三
八

cm
、
幅
三
四

cm
、
厚
さ
二
五

cm
、
花
岡
岩
）
が
あ
る
。

っ
て
右
に
カ
ー
ブ
す
る
辺
か
ら
、

道
と
合
流
す
る
。
元
禄
―
一
年
（
一
六
九
八
）

の
「
東
山
舞
草
村
絵
図
写
」

「
舞
草
村
古
絵
図
」
と
い
う
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
北
上
川
の
「
舟
渡
」
は
「
此
道
山
ノ
目

い
わ
だ
し

へ
出
ル
、
舟
渡
壱
町
拾
四
間
」
と
あ
る
。
柵
瀬
橋
か
ら
約
一
・
五

km
東
北
に
岩
出
沈
床
が

あ
る
。
こ
れ
は
大
き
な
岩
石
（
長
さ
―
―

-ocm
、
幅
八

O
c
m
、
厚
さ
五

O
c
m
)
を
川
床
に

数
段
に
敷
並
べ
て
、
舞
草
地
内
に
水
が
流
入
し
な
い
よ
う
に
施
工
し
た
も
の
て
あ
る
。

『
北
上
川
』
第
一
輯
に
よ
る
と
、
寛
政
4

-

、
年
（
一
七
九
こ

っ
て
岩
出
に
岩
石
を
用
い
て
長
さ
五
．
二
間
（
九
五

m
)

の
流
路
変
更
の
沈
床
を
築
造
し

た
。
そ
の
た
め
、
舞
草
地
区
の
旧
河
道
は
土
砂
て
埋
ま
り
谷
起
と
な
っ
た
と
い
う
。
江
戸

時
代
の
北
上
川
治
水
工
れ
の
一
端
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
珍
ら
し
い
遺
跡
で
あ
る
。
北
上
川

の
渇
水
時
に
な
る
と
支
流
に
水
が
流
入
し
な
く
な
る
の
て
、
現
在
は
沈
床
の
一
部
を
破
っ

て
通
水
用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
が
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
舞
草
地
区
九

O
h
a
の
耕
地
を
瀧
漑

し
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
の
沈
床
工
市
の
遺
物
と
し
て
今
後
も
保
存
を
講
じ
た
い
も
の
て

こ
の
岩
出
沈
床
の
右
手
の
細
田
に
は
宇
南
権
現
社
と
縄
文
期
の
細
田
遺
跡
が
あ
り
、

さ

ら
に
県
道
江
刺
一
関
線
か
ら
市
逍
蓬
田
線
が
分
般
し
て
い
る
地
点
に
、
天
保
九
年
(
-
八

-
＝
一
八
）
の
湯
殿
山
大
権
現
碑
（
．
砂
さ
一
四

O
c
m
、
輻
五

0
c
m
、
厚
さ
五

cm
、
粘
板
岩
）
、

文
化
八
年
(
-
八
―
一
）

の
大
神
宮
碑
（
高
さ
一

．．． 

四
Cm

、
幅
五

O
c
m
、
厄
さ
五

cm
、
花

岡
岩
）
、
天
保
―
一
年
(
-
八
四

0
)

さ
―
ニ
Cm

、
粘
板
岩
）
、
文
化
互
年
(
-
八

0
八
）
の
庚
申
碑
〈
高
さ
―
―
―
―
―
―

-cm
、
幅
七

あ
る
。

の
金
華
山
碑
（
高
さ
一
九

O
c
m
、
幅
四

O
c
m
、
厚

―
一
月
、
金
一
―

-
0
0
両
を
も

（
以
下
、

の
塩
釜
大
明
神
碑
（
む
回
さ
一

さ
て
、
柵
瀬
古
碑
群
を
過
ぎ
て
神
明
社
を
左
に
見
や
り
な
か
ら
、
県
追
か
柵
瀬
橋
に
向

旧
道
ぱ
逆
に
左
手
に
入
り
北
上
川
の
舟
渡
場
（
柵
瀬
舟

場
）
跡
に
至
る
。
江
戸
時
代
の
渡
船
地
点
は
詳
か
て
は
な
い
が
、
現
在
の
柵
瀬
橋
か
ら
約

七
0
1
1
0
 0
m
北
の
地
点
に
、
明
治
・
大
正
時
代
に
使
用
さ
れ
た
舟
場
跡
が
残
っ
て
い

る
。
旧
道
は
こ
こ
で
北
上
川
を
渡
り
、
対
作
の
舞
草
舟
場
跡
か
ら
田
圃
の
中
を
進
ん
て
県

さ
て
、
舞
草
船
場
跡
か
ら
の
旧
道
は
柵
瀬
橋
を
過
き
た
辺
て
県
道
と
合
流
し
、
そ
の
ま

ま
約
八

0
0
m
進
ん
た
地
点
て
県
追
と
分
か
れ
、
右
手
の
田
圃
を
横
切
っ
て
旧
船
着
場
跡

に
至
る
。
古
代
か
中
世
頃
の
北
上
川
は
、
舞
草
西
平
付
近
か
ら
深
沼
を
迂
回
し
て
現
在
の

名
残
と
い
わ
れ
て
い
る
。
犬
保
六
年
(
-
八
一
三
一
五
）
の
「
舞
草
村
作
瀬
村
の
藤
後
谷
起
並

に
窪
谷
起
新
田
境
界
確
定
仮
絵
図
」
な
る
も
の
に
よ
れ
ば
、
舞
草
西
平
付
近
で
北
上
川
支

流
を
つ
き
破
り
、
深
沿
を
経
て
柵
瀬
橋
下
流
で
北
上
川
に
そ
そ
ぐ
川
を
「
古
川
跡
」
と
記

し
、
深
沼
付
近
が
最
も
広
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
は
わ
す
か
に
深
沼
た
け
か
「
占
川
跡
」

柵
瀬
橋
付
近
に
蛇
行
し
て
流
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

二
船
着
場
」
の
名
称
は
そ
の
頃
の

門
付
近
に
建
っ
て
い
る
。

ー
開
山
之
巾
軒

i
ハ
f
J
C間
山
二
御
府
條
処
、
い
年
月
相
知
小
巾
候
、

r
几
代
か
第
六
机
澄
呆

代
迄
真
占
宗
二
御
沖
似
処
、
第
し
机
寛
閥
代
貞
亨
五
年
か
大
台
宗
二
罷
成
申
候
巾

一
故
中
来
歴
之
中
崎
年
は
舞
箪
内
阿
牌
所
二
御
廂
候
巾

一
本
山
井
木
寺
之
中
当
サ
ハ
当
郡
丙
岩
片
中
尊
守
村
中
尊
十
r門
中
二
御
倅
候
、
い
末
寺
皿
御
沖

候
市

一
最
初
之
地
移
替
之
巾
当
年
ハ
往
古
要
宮
と
中
所
二
有
之
候
処
、
畑
之
内
二
而
境
内
狭
ク
御
座

候
二
付
、
寛
永
卜
五
年
古
犀
敷
治
左
衛
門
地
所
山
内
へ
取
移
申
候
巾

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
江
戸
期
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
本
尊
、
長
さ
一
尺
七
寸
、

台
座
一
尺
五
寸
三
分
、
光
背
三
尺
）
、
天
保
一
五
年
(
-
八
四
四
）
の
不
動
明
王
立
像
、

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
／
）

石
燈
籠
（
総
高
ニ
ハ
四
e
m
)
-
―
梧
、
文
化
七
年
(
-
八
一

0
)
の
大
阿
闇
梨
法
印
石
像

（
総
高
―

-
o
o
c
m
)
な
ど
の
ほ
か
に
、
天
保
一
四
年
(
-
八
四
三
）

（
高
さ
一
五

O
c
m
、
幅
一
―
:
．

o
c
m
、
厚
さ
―

-Ocm)
、
文
久
三
年
(
-
八
六
一
―
-
）

阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
一
四
六

cm
、
輻
八
七
Cm

、
厚
さ
三
―

-cm
、
花
岡
岩
）
、
享
保
一
三
年

（
一
七
二
八
）
の
一
一
＿
界
万
霊
碑
（
高
さ
九

O
c
m
、
幅
四
―

Cm

、
屑
さ
ニ
ー
―
1
e
m
)
な
と
が
山

同
寺
の
「
桂
り
出
」
に
は
、

六
Cm

、
厚
さ
一
六
Cm

、
花
岡
岩
）
な
ど
か
左
か
ら
一
列
に
並
ん
で
い
る
Q

こ
こ
か
ら
約
五

0
0
m
東
北
の
陀
ヶ
沢
に
天
台
宗
東
光
山
観
似
寺
か
あ
る
。
安
、
水
四

11
口
七
七
五
）

の
銅
製
鰐
口
、
秘
仏
の
観
音
像
、
安
政
六
年
(
-
八
五
九
）

のの

の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑

の
南
無
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申
碑

（
高
さ
二
予
ペ
Cm

、
幅
六

Ocm
、
げ
さ
三
ヒ
C
m
[）

が
あ
り
、

い
す
れ
も
花
協
岩
を
用

や
が
て

（
高
さ
一
七

Ocm
、
幅
―
―
四
Cm

、
り
さ
二
五
C
m
)

、
文
化
―
二
年
（
□

八
ー
五
/
)

の
庚

舞
草
、
祭
日
九
月
九

Ll
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

と
い
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

『
岩
手
叢
甚
東
山
』
に
も
一
豆
か
ら
天
神
社
、
在

の

庚

申

碑

を
偲
ば
せ
て
く
れ
る
。
旧
船
着
場
跡
に
は
金
華
山
（
高
さ
一
五

Ocm
、
幅
七

Ocm
、
げ
さ

四

O
c
m
)
、
金
剛
山
（
高
さ
―
―

-
O
c
m
、
輻
九

Ocm
、
厚
さ
五

O
c
m
)
、
湯
殿
山
（
高
さ

――

-ocm
、
輻
九

Ocm
、
肛
さ
一
八

cm)
な
ど
の
石
碑
（
す
べ
て
花
図
岩
）
が
あ
り
、

す
れ
も
文
久
四
年
(
-
八
六
四
[
)

の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
古
碑
開
か
ら
約
二
五

0
m
右
手

風
土

nC
」
に
は
「
千
草
館
、
南
北
二
十
三
間
、
東
西
一
二
十
八
間
、
右
御
城
主
佐
々
木
左
衛

門
四
郎
様
天
正
年
中
迄
糾
住
屈
之
由
申
伝
候
れ
」
と
心
さ
れ
て
い
る
。

旧
舟
着
場
跡
の
古
碑
群
を
過
き
る
と
、

（
末
舗
払
）
と
な
る
。
こ
れ
が
一
虎
地
ヶ
坂
、
長
十
八
丁
三
十
間
」
て
、
「
当
郡
松
川
町
ふ

当
郡
西
岩
井
山
ノ
日
町
へ
之
通
路
」

（
「
安
、
水
風
土
品
一
）
て
あ
る
。
虎
地
か
坂
を
約
二

0
0
m
ほ
ど
弦
っ
た
旧
遣
の
北
側
五

m
位
の
と
こ
ろ
に
、
明
治
一
―
―
―
―
一
年
〈
一
九

0
0
)
の
岩

手
県
道
路
甚
標
（
地
上
の
高
さ
三
九
e
m
、
縦
横
各
：
八
Cm

、
花
協
岩
）
か
あ
る
。
そ
の
正

面
に
は
□

伍
手
県
」
、
右
面
に
「

5
4
0
」
、
左
面
に
「
店
標
」
、
後
面
に
「
明
治
三
十
三

年
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
み
れ
ば
「
料
手
県
道
路
改
修
案
」
の
提
出
さ
れ

た
明
治
二
三
年
か
ら
一

0
年
後
に
し
て
、

旧
道
は
左
手
に
大
き
く
カ
ー
プ
し
て
登
り
坂

よ
う
や
く
現
在
の
県
道
を
経
由
す
る
ル
ー
ト
の

改
修
整
備
か
完
成
し
、
同
1

.

.

 

―
―
―
年
に
県
道
に
編
入
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
旧

道
の
方
は
村
道
と
な
り
、
そ
の
後
、
昭
和
―
―

-
0年
市
道
に
編
入
さ
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い

る
。
道
路
加
標
か
ら
少
し
行
っ
た
旧
道
の
左
側
に
文
化
三
年
(
-
八

0
六）

（
高
さ
―
二
い

cm
、
幅
九

Ocm
、

11さ―
-ocm)
、
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

の
不
明
碑

い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
碑
が
あ
る
谷
地
々
内
は
旧
道
の
面
影
か
よ
く
残
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
約
五

0
0
m
左
手
の
西
平
に
は
、
天
保
六
年
(

1

八
一
：
几
）
建
立

燈
龍
（
総
高
一
―
―

-Ocm
、
宝
珠
欠
損
、
安
山
岩
[
)

（
一
八
冗

南
北
四
間
、
東
西
三
間
、

一
社

一
祭
日
九
月

の
蓬
田
に
天
神
社
か
あ
る
。

「
舞
草
村
古
絵
図
」
に
二
天
神
」
と
品
載
さ
れ
、

の
薬
師
堂
と
羽
場
城
跡
が
あ
り
、

仝
栄
久
守
設
飲
（
以
ド
略
）
」

と
も
に
「
舞
草
村
古
絵
図
」
や
「
安
永
風
土
品
」
に
記

五
）
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
こ
に
は
「
奉
修
鎖
守
西
峯
山
薬
師
如
米
国
家
安

谷
地
占
碑
訓
か
ら
約
五

0
0
m
虎
地
か
坂
の
旧
道
を
登
る
と
、
享
保
ー
ニ
年
(
-
七
―
―

七
）
の
愛
宕
大
権
現
碑
（
・
砂
さ
一
五

Ocm
、
幅
八
七

cm
、
厚
さ
二
五
Cm

、
花
闇
岩
）
か
左

側
に
あ
り
、
そ
こ
を
過
ぎ
る
頃
か
ら
旧
道
は
急
勾
配
と
な
る
。
そ
こ
て
、
三
年
ほ
ど
前
か

ら
道
を
蛇
行
さ
せ
て
勾
配
の
緑
和
を
図
る
拡
輻
改
良
工
れ
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
て
、

旧

道
は
四
か
所
に
わ
た
っ
て
切
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
辺
の
旧
道
の
幅
は
ニ
ー
ニ
・
七

m
、

拡
幅
改
良
工
中
後
の
道
幅
ぱ
五

m
で
砂
利
敷
舗
装
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
約
―

km
北

士
記
」
に
「
一
社
地

南
向
一
間
作
、

「
安
永
風

九
日
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
同
社
の
石
鳥
井
の
傍
に
文
政
一
―
―
年
(
-
八
二
九
）
の
石

一
某
、
境
内
に
安
政
三
年

六
）
の
石
燈
籠
（
総
高
一
六

Ocm
、
安
山
岩
）
―
―
某
、
文
化
八
年
二
八
―
-
)
の
雷
神

塔
（
．
崎
さ
一
五

Ocm
、
幅
七

0cm
、
岸
さ
一
四

cm
、
花
岡
岩
）
か
建
っ
て
い
る
。
な
お
、

こ
の
犬
神
社
は
別
名
を
「
豆
か
ら
天
神
」
と
も
称
し
て
い
る
。
蓬
田
氏
の
話
に
よ
れ
ば
、

蓬
田
部
落
て
は
五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
意
味
て
毎
年
旧
暦
九
月
九
日
に
技
豆
を
奉
納
し
、

み
ん
な
て
そ
れ
を
食
べ
て
帰
る
の
て
豆
か
ら
だ
け
か
残
る
と
こ
ろ
か
ら
「
豆
か
ら
天
神
」

さ
ら
に
、
旧
道
の
面
影
を
良
く
残
し
て
い
る
虎
地
が
坂
を
登
っ
て
行
く
と
、

ど

う

ば

逍
場
峠
に
＇
辻
す
る
。
こ
こ
は
江
戸
時
代
の
舞
紅
村
と
相
川
村
（
と
も
に
一
関
市
）

の
境
に

あ
た
り
、
標
闊
約
二

0
0
m
余
の
．
り
回
所
と
な
っ
て
い
る
の
て
交
通
の
難
所
て
も
あ
っ
た
。

②

旧

船

着

場

跡

ー

中

里

さ
れ
た
棟
札
か
保
存
さ
れ
て
い
る
。

に
舞
草
城
（
千
草
館
）
跡
が
あ
る
。

「
舞
草
村
古
絵
図
」
に
「
ト
11
館
」
と
あ
り
、

「
安
永

（
表
）
、

一
宝
永
乙
酉
式
年
九
月
吉
祥
日
」

盃
裏
）
と
晶

し、

の
脇
院
と
し
て
建
立
さ
れ
、

「
瑠
璃
光
院
峰
薬
師
堂
」
と
称
し
、
宝
永
二
年

（
一
七

0

載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「
西
山
家
君
11

留
」
に
よ
れ
ば
、
薬
師
堂
は
吉
祥
山
東
城
寺
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日
」
と
記
さ
れ
た
棟
札
（
長
さ
七
五
・
―
―
-
c
m
、
松
材
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
一
関
市
内
の
棟

札
中
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

弘
化
二
年
（
了
八
四
丘
〗

の
改
築
に
な
る
南
地
蔵
尊
堂
に
は
、

の
地
蔵
菩
薩
立
像
（
木

「
元
和
四
年
九
月
二
四

日
」
と
、

「
安
永
風
土
品
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

北
五
間
、
東
西
五
間
、

一
堂
辰
巳
向
壱
間
半
四
面
、

（
中
略
）

一
祭
日

．
月
二
十
四

堂、

一
小
名
南
、

一
勧
請

誰
勧
請
と
申
儀
Jt

年
月
共
相
知
不
申
候
れ
、

一

境

内

南
安

山

「
舞
草
村
古
絵
図
」
に
よ
る
と
、
こ
の
峠
の
手
前
約
五
ー
六

0
0
m
の
と
こ
ろ
に
一
里
塚

の
記
載
が
あ
る
か
、
現
在
は
そ
の
痕
跡
す
ら
と
ど
め
て
い
な
い
。
道
場
峠
の
北
側
斜
面
の

丘
上
に
一
―
基
か
ら
な
る
古
碑
群
が
建
並
び
、
壮
観
な
眺
を
呈
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち

の
主
な
も
の
は
文
化
一
三
年
(
-
八
一
六
）

厚
さ
三
―
-
c
m
)
、
安
永
九
年
（
一
七
八

0
)

土
記
」
に
、

「
一
道
場
坂

岩
）
、
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）

c
m
、
安
山
岩
）
、
同
一
―
一
年
(
-
八
二
九
）

の
庚
申
碑
（
高
さ
―
―
―

-Ocm
、
幅
九

O
c
m
、

の
奉
日
参
御
崎
大
明
神
・
横
山
不
動
尊
碑

（
高
さ
―
二

O
c
m
、
幅
七
三
Cm

、
歴
さ
五

O
c
m
、
花
岡
岩
）
、
文
政
元
年
(
-
八
一
八
）

の
子
安
観
音
碑
（
高
さ
―
二

O
c
m
、
幅
九

O
c
m
、
厚
さ
二
七

crn)

な
ど
で
あ
る
。

道
場
峠
を
越
え
る
と
旧
道
ぱ
く
た
り
坂
と
な
る
。
峠
に
至
る
旧
道
の
登
り
坂
を
「
虎
地

ヶ
坂
」
と
い
う
の
に
対
し
て
、
く
だ
り
坂
を
「
道
場
坂
」
と
い
う
。
相
川
村
の
「
安
永
風

長
弐
丁
、
当
郡
長
坂
町
汐
西
磐
井
山
之
目
町
江
の
通
路
」
と

あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
峠
か
ら
約
五

0
0
m
く
だ
っ
た
旧
道
の
右
側
に
弘
化
二
年
（
一

八
四
五
）
の
三
世
諸
仏
供
捉
碑
（
高
さ
―
二
八

cm
、
幅
六
六

cm
、
厚
さ
―
-
．
五

cm
、

の
横
山
塔
（
高
さ
一
五

O
c
m
、
幅
七

O
c
m
、
厚
さ
―

1
0

の
庚
申
供
蓑
塔
（
凸
回
さ
―
―
―
五
Cm

、
幅
三
六

cm
、
厚
さ
一
―
―
―
―

-cm
、
粘
板
岩
）
、
寛
政
一
三
年
(
-
八

0
1

)

 

の
清
水
観
世
音
碑
（
高
さ

八
O
c
m
、
輻
四

O
c
m
、
摩
さ
―

-ocm
、
安
山
岩
）
、
嘉
永
七
年
(
-
八
五
四
）

ら
に
東
進
す
る
と
北
側
に
南
地
蔵
昨
堂
と
山
ノ
神
社
が
あ
り
、

の
庚
申
塔

（
高
さ
六
四

cm
、
幅
六
五

cm
、
厚
さ
一
五

cm
、
安
山
岩
）
が
建
並
ん
で
い
る
。
旧
道
は
こ

の
辺
か
ら
舗
装
さ
れ
て
一
閃
市
農
協
舞
川
支
所
付
近
へ
と
東
進
し
て
い
る
が
、
そ
の
途
中

の
中
入
に
立
派
な
笠
松
が
一
本
生
え
て
お
り
、
松
並
木
の
名
残
を
偲
ぱ
せ
て
く
れ
る
。
さ

と
く
に
前
者
は
「
一
地
蔵

蓑
碑
（
高
一

:o::;
cm‘

輻
一
六

O
c
m
、
厚
さ
一
―

-oem)
、
文
化
一
四
年
(
-
八
一
七
）
の

造
、
閻
さ
六

O
c
m
)
と
庚
中
塔
（
高
さ
一
六

O
c
m
、
輻
五
四

cm
、
厄
さ
．．． 

O
c
m
、

岩
）
か
あ
る
e

こ
こ
か
ら
約
七

0
0
m
北
方
の
原
沢
に
竹
原
神
社
か
あ
る
。
元
禄
1

一
吋
釦
守
犬
神
社

一
小
名
天
神

4

勧
油
誰
勧
l

叩
と
申
儀
井
年
月
相
知
↑
申
候
れ

南
北
六
卜
間
、
東
西
二
十
六
間
、
一
社

惣
鹿
萱
屋
敷
肝
入
仲
右
衛
門

羽
黒
派
大
光
院

六
月
q

一
十
冗
H
、
九
月
ニ
ト
五
Ll

こ
こ
の
本
殿
は
、
「
奉
造
立
天
満
宮
村
中
安
全
本
願
主
家
内
安
全
子
孫
長
久
如
意
之

依
、
干
時
明
和
七
年
庚
実
天
閏
六
月
二
十
五
日
、
本
願
主
伊
藤
仲
右
衛
門
（
以
下
略
）
」

と
あ
る
棟
札
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
明
和
七
年
（
一
七
七

0
)
の
建
立
に
な
る
す

ぐ
れ
た
建
物
で
あ
る
。
境
内
に
は
明
和
一
三
一
年
（
一
七
六
六
）

安
山
岩
）

丘
四
）

一
基
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

対
、
同
一
一
年
の
狛
犬
一
対
が
あ
り
、

の
石
水
鉢
（
総
高
八
六
Cm

、

の
石
燈
籠
（
総
高
一
四
四
c
m
、
安
山
岩
）

さ
ら
に
参
道
入
口
付
近
に
は
、
嘉
永
七
年
(
-
八

の
石
燈
籠
（
総
高
一
一
五
八

em
、
安
山
岩
）
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）

（
高
一
七
―

-cm
、
幅
九
―

-cm
、
厚
さ
一
四

cm)
、
文
政
二
＿
一
年
(
-
八
一
―

10)
の
御
崎
宮

碑
（
高
ー
ニ
六

cm
、
幅
七
八
Cm

、
厚
さ
―

-ocm)
、
元
文
五
年
(
-
ヒ
四

0
)
の
庚
申
供

牛
頭
天

E
碑
（
高
さ
一
四
五

cm
、
輻
一

O
O
c
m
、
府
さ
―

-ocm)
、
弘
化
三
年
(
-
八
四

六
）
の
金
剛
山
碑
（
高
さ
一
―

-
O
O
c
m
、
幅
―
―
―

-oem
、
り
さ
四

O
c
m
、

岡
岩
）
、
安
政
ご
年
(
-
八
五
五
）

以
上
い
ず
れ
も
花

の
湯
殿
山
碑
（
高
さ
一
六

O
c
m
、
輻
七
：
．．
 

cm
、
厚
さ

―
―
▲
―
-
c
m
、
粘
板
岩
）
が
林
吃
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
大
き
な
金
剛
山
碑
は
、

相
川
村
肝
入
伊
藤
新
右
衛
門
の
催
し
で
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
頼
一
孟
一
樹
三
郎
（
山
陽
の
第

三
子
）
が
一
―
一
オ
の
時
、

西
磐
井
郡
山
目
村
の
大
槻
磐
渓
を
訪
ね
た
際
、

の
庚
申
塔

た
ま
た
ま
相
川

一
祭
日

一
地

t

．
別
当

一
仕
地

南
向
四
間

と
出
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

「
安
永
風
土
記
」
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
ハ
〉

口
六
九
八
）
の
「
相
川
村
絵
図
」

（
以
下
、

「
相
川
村
占
絵
図
’
]
と
い
う
）
に
一
天
神
」 一
年

安

山

12 
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ヽ

「
不
許
催
酒
入
山
門
」
と
刻
ま
れ
た
文
政
―
一
年
(
-
八
二
八
）

の

戒

壇

石

殿
南
向
、
南
北
六
間
半
、
東
西
八
間
、

一
本
尊
阿
弥
陀
如
来
、
木
仏
坐
像
、
御
長

「
相
川
村
古
絵

舗
装
さ
れ
た
旧
道
は
一
関
市
農
協
舞
川
支
所
付
近
て
県
適
と
合
流
す
る
が
、
そ
の
地
点

よ
り
わ
ず
か
手
前
で
右
に
分
岐
す
る
道
が
あ
り
、
そ
の
付
近
に
「
山
路
米
て
何
や
ら
ゆ
か

し
す
み
れ
草
」
と
刻
ま
れ
た
芭
蕉
句
碑
（
高
さ
芝

O
O
c
m
、
幅
七

Ocm
、
厚
さ
二

Ocm
、

粘
板
岩
）
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
芭
蕉
は
来
て
い
な
い
が
、
文
化
一
四
年
(
-
八
一

七
）
に
新
妻
斉
右
衛
門
が
翁
を
慕
っ
て
建
立
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
恵

比
須
石
像
（
高
さ
―
二
六

cm)
、
大
黒
石
像
（
高
さ
―
―

-ocm)
、
千
手
観
音
像
、
雷
公

旧
道
は
こ
れ
ら
の
石
碑
の
と
こ
ろ
か
ら
古
民
家
（
須
田
家
）
の
前
を
通
っ
て
小
塚
に
至

り
、
市
道
奈
良
坂
線
と
合
流
し
て
い
る
。
合
流
点
付
近
の
旧
道
の
南
側
に
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
の
庚
申
塔
（
高
さ
―
―
―
―

-cm
、
幅
四
八

cm
、
厚
さ
―

-Ocm
、
花
岡
岩
）
、
文
化

二
年
(
-
八

0
五
）
の
祀
蛇
塔
（
高
さ
―
二
八
Cm

、
幅
七

Ocm
、
屑
さ
一
―

-ocm)
が
あ
り
、

そ
の
南
側
の
丘
陵
北
端
の
小
さ
な
塚
の
真
中
に
五
重
塔
が
建
っ
て
い
る
。
塔
は
水
輪
（
高

さ
ニ
―

-cm)
と
火
輪
（
高
さ
ニ
―

-cm)
だ
け
残
り
、
地
・
風
・
空
輪
は
見
当
ら
な
い
。
小

さ
な
塚
は
金
売
吉
次
の
六
部
供
蓑
と
も
、
態
と
も
伝
え
て
い
る
が
(
『
-
関
市
史
』
）
、

詳
び
ら
か
で
は
な
い
。
五
重
塔
か
ら
約
五

0
0
m
北
方
の
中
里
に
は
、

図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
曹
洞
宗
竜
渓
山
常
川
寺
が
あ
る
。

尺
一
寸
、
往
古
里
民
黒
仏
と
申
唱
異
仏
二
御
座
候
由
申
伝
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
「
黒
仏
」
と
い
わ
れ
る
阿
弥
陀
如
来
像
（
身
長
二

Ocm
、
光
背
二
五

cm
、
台
座
一

天
碑
な
ど
が
あ
る
。

司

中

里

l
iり
回
卜
峠

（
 

神
一
一
体
が
あ
る
。

村
の
内
田
氏
宅
を
訪
問
し
た
時
に
揮
奄
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
『
舞
川
の
あ
し

あ
と
』
）
。
そ
の
ほ
か
で
は
嘉
永
旦
年
(
-
八
五

0
)
奉
納
の
算
額
、
同
六
年
寄
進
の
随

「
安
永
風
土
記
」
に
「
一
仏

ーーム

筋

直
法
、
御
村
燒
方
小
逍
、
松
川
町
江
四
屯
壱

一
筋
道
法
、
御
村
塙
方
小
直
、
長
坂
町
江
五
里

「
道
弐
筋
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
晶
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
十
1

中
庚
申
年
八
月

惹

西
山
ノ
目
iI□

口
里
余

東
松
川
町
止
一
里

来

塔

em
、
幅
六
五
Cm

、
原
さ
四

O
c
m
)
が
建
っ
て
い
る
。

松
川
・
前
沢
街
道
）
を
進
む
と
、

一
関
市
と
川
崎
村
と
の
境
て
あ
る
奈
良
坂
峠
に
至
る
。

当
時
の
信
仰
を
知
る
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
る
。

寛
政
一
一
年
の
風
神
・
雷
神
（
ご
十
五
将
像
の
守
設
神
）

・
ロ
ー
ソ
ク
立
な
ど
が
あ
り
、

（
高
さ
一
四

Ocm
、
縦
二
五
Cm

、
横
ぞ

O
c
m
)
、
天
保
一
．．
 

年
(
-
八
竺
―
-
）

の
象
頭
山
碑

（
高
さ
一

0
1
―-cm
、
幅
七

0cm
、
厚
さ
三
―

-cm)
な
と
が
あ
る
。
常
川
寺
の
吋
側
に
あ
る

内
田
家
は
緑
側
の
天
上
を
せ
が
い
造
に
し
た
立
派
な
建
物
て
あ
り
、

と
く
に
、
頼
ぞ
樹
三

郎
が
来
遊
し
た
ゆ
か
り
の
居
宅
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
に
関
す
る
賓
料
は
残
さ
れ

て
い
な
い
。
常
川
寺
か
ら
約
三

0
0
m
右

f
の
水
上
に
二
十
五
尊
堂
が
あ
る
。
こ
こ
に
は

寛
政
一
一
年
（
一
七
九
几
）
奉
納
の
二
十
五
杓
像
（
木
像
彩
色
、
半
山
I
I
 

0
 1
一
五
C
m
)

が
完
全
に
揃
っ
て
い
る
ほ
か
に
、
天
和
三
年
（
一
六
八
―
―
ー
）

の
神
鏡
台
（
総
高
四
一

C
m
)
、

さ
て
、
市
道
奈
良
坂
線
と
の
合
流
点
か
ら
そ
の
ま
ま
約
四

0
0
m
東
進
し
た
地
点
て
、

旧
道
は
市
道
か
ら
分
か
れ
て
左
手
に
進
み
県
道
と
合
流
す
る
。
反
対
に
右
手
の
市
道
（
旧

こ
の
分
岐
点
に
は
、
次
の
よ
う
な
寛
政
1

一
一
年
(
-
八

0
0
)
の
道
標
が
あ
り
、
そ
の
対

面
に
旧
道
を
は
さ
ん
で
天
保
一
四
年
(
-
八
四
三
）
の
金
毘
羅
大
権
現
碑
（
高
さ
―

1
0

右
の
塔
に
刻
ま
れ
て
い
る
「
惹
来
」
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
日
と
松
川
ま
で
の

里
程
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
道
標
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
相
川
村
の
「
安
永
風

士
記
」
を
み
る
と
、

：
当
郡
長
坂
町
か
内
磐
几
山
之

H
町
江
の
道
、

半
程
、
山
ノ

H
町
江
卜
＾
面
甲
程

一
崎
郡
松
川
町

t
伊
沢
郡
前
沢
町
江
之
逍
、
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な
お
、

(4) 

あ
て
て
い
る
。 「

竹
木
坂
」
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、

（
一
八
四
五
）

の
祈
躊
札
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

県
道
と
合
流
し
た
旧
道
は
す
ぐ
分
か
れ
て
右
手
の
田
圃
の
中
を
進
み
、
外
大
久
保
の
吉

田
家
門
付
近
で
県
道
を
斜
に
横
断
し
て
、
狭
山
隧
道
の
北
方
の
竹
木
坂
を
登
る
。

風
土
記
」
に
「
竹
木
坂
、
長
四
丁
、
当
郡
長
坂
町
¢
西
磐
井
山
之
日
町
11

の
通
路
」
と
あ

る
。
約
五

0
0
m
進
ん
だ
高
卜
峠
に
は
、
相
川
と
松
川
と
の
境
界
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
杭

（
「
市
町
村
界
標
」
、
高
さ
四
五
c
m
、
縦
横
各
―

ocrn)
が
あ
る
。
ま
た
旧
道
北
側
の
崖

L

に
寛
政
一

0
年
(
-
七
九
八
）

の
石
碑
（
高
さ
―
―
―
-
O
c
m
、
幅
六
O
c
m
、
厚
さ
一
―

-oem)

が
あ
り
、
そ
の
中
央
に
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
、
右
側
に
「
寛
政
十
戊
午
年
躍
供
養
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。
峠
付
近
の
旧
道
の
幅
は
一
ー
ニ

m
あ
る
が
、
明
治
―
―
―
―
―
一
年
(
-
九

0
0
)
 

以
降
廃
道
と
な
っ
た
た
め
、
藪
草
が
繁
茂
し
て
い
て
歩
行
は
困
難
な
状
態
で
あ
る
。
外
大

久
保
の
吉
田
家
は
同
家
所
蔵
の
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
天
保
一
三
年
(
-
八
四
二
）
に
籾
五

〇
俵
・
金
一

0
両
を
仙
台
藩
に
調
逹
し
て
知
行
二
六

0
貫
文
を
拝
領
し
、
同
一
五
年
に
も

金―

1
0両
を
調
逹
し
て
四
足
門
を
頂
載
し
て
い
る
。
現
在
こ
の
四
足
門
に
は
弘
化
二
年

高
卜
峠
ー
上
の
橋

「
安
永
風
土
記
」
に
「
竹
木
坂
」
と
あ
る

の
で
、
初
め
は
「
た
け
木
坂
」
と
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

丁
程
、
長
坂
町
前
沢
町
江
弐
拾
里
程

い
つ
の
間
に
か
「
た
か

ぼ
く
坂
」
と
い
い
な
ら
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
は
主
と
し
て
「
高
卜
坂
」
の
字
を

一
関
市
と
東
山
町
の
境
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
高
卜
峠
て
あ
り
、
そ
こ
か
ら
約
一

1
0

0
m
く
だ
っ
た
旧
道
の
北
側
の
山
林
中
に
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）

の
庚
申
碑
（
高
さ

一
六
O
c
m
、
幅
七
O
c
m
)
が
あ
る
。
こ
の
辺
一
帯
に
あ
っ
た
松
並
木
は
明
治
末
期
に
伐
採

さ
れ
た
と
い
う
。
現
在
並
木
の
あ
っ
た
旧
道
沿
を
並
木
敷
地
と
呼
ん
で
い
る
。
庚
申
碑
か

ら
さ
ら
に
約
三

0
0
m
く
だ
っ
た
旧
道
の
北
側
約
二

0
m
の
と
こ
ろ
に
行
人
塚
が
あ
る
。

「
安
永

る。

r
l
f
 
•. 

、

ー
）

四
拾
四
文

「
安
永
風
士
記
」
に
は
次
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
塚
に
ま
つ
わ
る
伝
説
に
よ
れ
ば
、
廿
こ
の
地
方
に
い
つ
も
や
っ
て
く
る
行
者
が
こ
の

付
近
で
行
き
倒
れ
と
な
っ
た
の
で
、

そ
の
先
を
悼
ん
た
村
人
逹
は
近
く
に
懇
に
埋
葬
し
、

塚
を
築
い
て
冥
幅
を
祈
っ
た
と
い
う
。
そ
の
塚
か
行
人
塚
と
呼
は
れ
て
白
日
咳
の
神
様
と

し
て
有
名
て
、
最
近
ま
で
近
郷
近
在
の
信
仰
を
あ
つ
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
行
人
塚
を
過
ぎ
て
約
―

1
0
0
m
く
た
っ
た
地
点
て
県
道
を
横
断
し
て
い
る
旧
道

は
、
ふ
た
た
び
県
道
が
ヘ
ア
。
ヒ
ン
カ
ー
フ
し
て
い
る
付
近
を
一
一
度
横
断
し
、
そ
の
先
原
道

の
右
側
に
沿
っ
て
進
む
と
松
川
か
ら
の
高
卜
坂
登
り
口
に
逹
す
る
。
そ
こ
に
は
文
化
四
年

（
一
八

0
七）

の
庚
申
碑
（
高
さ
一
四
―
―
-
c
m
、
幅
九
―
―
-
c
m
)
、
同
五
年
の
雷
神
碑
（
占
回
さ
一

六
―

Cm

、
幅
七
六
C
m
)

、
文
政
四
年
(
-
八
二
こ

―
-
c
m
)
、
同
七
年
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
一
三
五
Cm

、
幅
六
―
-
c
m
)
が
右
か
ら
一
列

に
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
石
碑
群
か
ら
約
―

1
0
0
m
南
西
て
県
道
が
ヘ
ア
。
ヒ
ン
カ
ー
ブ

し
て
い
る
付
近
の
滝
之
沢
に
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

（
高
さ
六
O
c
m
、
幅
四
―
-
c
m
)
と
年
号
不
明
の
清
水
観
世
音
菩
藷
碑
（
二
つ
に
破
損
）
が

あ
る
。
こ
の
碑
の
土
中
か
ら
は
、
大
乗
妙
典
観
世
音
菩
薩
普
門
品
褐
の
経
文
を
一
石
に
一

字
‘
‘
つ
つ
記
さ
れ
た
石
か
昭
和
四

0
年
頃
発
堀
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
高
卜
坂
登
り
口
を
過
き
て
町
道
と
合
流
し
た
旧
道
は
、
そ
の
ま
ま
町
道
を
約
只

0
0
m
行
っ
た
と
こ
ろ
て
、
県
道
東
山
花
泉
線
と
交
又
し
て
そ
の
右
側
を
進
み
、

び
県
道
と
合
流
し
て
石
宇
川
（
山
谷
川
）

セ
メ
ン
ト
工
場
の
敷
地
を
か
す
め
て
進
み
、

の
金
華
山
碑
（
高
さ
一
七
―
-
c
m
、
幅
八

の
奉
書
大
乗
妙
典
一
字
一
石
碑

ふ
た
た

に
架
る
境
橋
に
↑
る
。
こ
こ
か
江
戸
時
代
の
松

川
村
と
長
坂
村
ぐ
と
も
に
東
山
町
）
と
の
境
て
あ
っ
た
。
当
時
の
橋
は
現
在
地
よ
り
約
四

ー
五

m
上
方
に
架
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
境
橋
を
越
え
て
長
坂
に
入
っ
た
旧
道
は
岩
手

そ
の
先
は
県
道
と
重
な
っ
て
長
坂
宿
に
入

一
当
村
長
坂
町
附
場
有
之
、
壱
丁
四
柏
人
間
御
府
似
処
、
他
け
江
之
術
次
IJl
数
、
左
二
御
出
卜
仕

候
廿

二
四
岩
井
郡
山
ノ

H
町
江
拾
九
甲
壱
丁
五
拾
間

一
本
馬
八
拾
八
文
、
．
軒
尻
五
拾
八
久
、

（
略
）
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一
当
郡
摺
沢
町
江
八
里
一
―
-
T

一
本
馬
三
拾
六
文
、
一
軽
尻

一
当
郡
松
川
町
江
七
里

一
本
馬
弐
拾
九
文
、
一
軽
尻
拾
九
文
、
一
賃
夫

以
上
六
ヶ
所
、
何
も
里
数
小
消
を
以
御
甚
K
仕
候
れ

こ
の
よ
う
に
、
長
坂
宿
は
旧
道
に
お
け
る
主
要
な
宿
駅
の
一
っ
と
し
て
位
置
し
て
お

り
、
そ
の
た
め
こ
こ
か
ら
は
り
「
江
刺
郡
黒
石
町
江
之
道
」
、
図
「
当
郡
（
東
磐
井
郡
、

以
下
同
じ
）
母
鉢
町
江
之
道
」
、
り
「
当
郡
猿
沢
町
江
之
道
」
、
口
「
当
郡
摺
沢
町
江
之

道
」
、
困
「
当
郡
松
川
町
江
之
道
」
、
日
「
西
岩
井
山
ノ
目
町
江
之
道
」
と
い
っ
た
六
筋

の
道
が
分
岐
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の

3
両
パ
の
道
筋
が
旧
道
に
あ
た
る
が
、

長
壱
丁
、
寺
坂

長
弐
拾
間
、
大
萱
坂

長
弐

T、

長
五
拾
間
、
荒
井
瀬
坂

長
坂
宿
か
ら
農
協
の
所
ま
で
は
旧
道
が
県
道
と
重
な
っ
て
走
っ
て
い
る
が
、
そ
の
間
の

町
裏
に
は
熊
野
神
社
が
あ
り
、
こ
こ
は
村
の
鎖
守
で
あ
っ
た
。

一
村
鎖
守
熊
野
社

一
小
名
坊

一
勧
泊
葛
西
御
家
臣
当
付
御
城
主
千
葉
刑
部
少
輔
様
御
勧
泊
被
成
、
鹿
野
山
万
幅
寺
と
申
別

当
御
座
候
由
申
伝
候
処
、
右
年
月
井
別
当
所
跡
共
二
柑
知
不
中
候
事

一
社
地
南
北
拾
八
間
、
東
西
六
閻
一
礼
南
向
式
間
作

一
別
当
当
村
羽
黒
派
千
葉
院

一
祭
日
九
月
九
H

右
御
祭
礼
之
節
為
警
固
、
大
原
御
足
軒
弐
人
被
柑
付
候
中

こ
の
神
社
の
境
内
に
は
明
和
芝
年
（
一
七
六
六
）

―
―
-
）
の
石
燈
籠
の
ほ
か
、
文
化
・
文
政
・
天
保
な
ど
の
石
碑
が
多
く
あ
る
。

川
に
架
る
上
の
橋
の
辺
は
舟
渡
し
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
痕
跡
は
ま
っ
た
く
な
い
3

た
だ
、

砂
鉄
川
対
~
庁
の
上
の
橋
の
左
た
も
と
が
舟
場
跡
で
あ
り
、
そ
の
近
く
の
二
軒
の
家
が
「
舟

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

長
四
拾
五
間
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

に
は
七
ヵ
所
の
坂
が
あ
っ
た
。

「
風
呂
坂

拾
四
文
、

一
賃
夫

五
輪
坂

の
庚
中
塔
、
寛
政
五
年

拾
五
文

拾
八
文

一
方
、
砂
鉄

（
一
七
九

「
安
永
風
士
記
」
に
は
次

長
壱
丁
、
高
金
坂

と
く
に
⇔

長
―
―
―
拾
問
、
折
ノ
坂

「

L
い
出
」
に
よ
れ
ば

「
一
間
山
之
巾
、
当
寺
ハ
江
刺
郡
黒
石
村
大
梅
拮
化
山
闘
通
正
法

の

同

寺

の

と
県
道
と
異
っ
た
ル
ー
ト
を
進
ん
て
行
く
わ
け
て
あ
る
。

(5) 

と
述
べ
て
い
る
。

一
炉
ノ
ト
、
内
枷
餡
、
南
北
入
拾
し

れ
に
つ
い
て
「
安
永
風
土
記
」
は
、

場
」
の
屋
号
で
呼
ば
れ
て
い
る
点
か
ら
、

風
土
記
」
に
「
一
御
蔵
場
壱
ヶ
所
、

一
田
中
、
雑
石
御
蔵
弐
ツ
」
と
あ
る
御
蔵
場
跡
て
あ

る
。
上
の
橋
か
ら
約
四

0
0
m
北
側
に
、
長
坂
の
町
か
ら
砂
鉄
川
を
隔
て
た
真
向
い
の
館

と
い
わ
れ
る
丘
陵
が
み
え
る
が
、
そ
こ
が
駆
引
城
（
鍵
引
城
）

一
金
淵
、
掻
引
城
、
＇
閏
北
三
拾
四
間
、
東
西
式
拾
六
間
、

間
、
東
西
拾
七
間

い
両
館
共
、
御
城
主
葛
西
御
家
臣
千
兜
刑
部
少
輔
様
之
由
申
仏
候
処
、
年
月
相
知
↑
申
候
巾

を
横
断
し
、

（
一
七
六
六
）

上
の
橋
!
"
加
瀬
・
流
矢

わ
ず
か
に
往
時
を
偲
ふ
の
み
で
あ
る
。
上
の
橋

「
お
蔵
場
」
と
通
称
さ
れ
て
お
り
、

の
あ
っ
た
所
で
あ
る
。
こ

旧
道
は
上
の
橋
を
過
ぎ
た
農
協
の
所
で
県
道
と
分
か
れ
て
右
手
の
町
道
を
迂
回
し
、
本

町
橋
右
側
の
川
沿
の
路
傍
に
建
っ
て
い
る
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

の
庚
申
碑
（
高
さ
一

六
O
c
m
、
輻
八

O
c
m
)
の
辺
か
ら
猿
沢
川
を
渡
り
、
坂
道
を
登
っ
て
大
船
渡
線
の
敷
地
を

横
断
し
て
久
保
へ
と
向
い
、
柴
宿
駅
の
南
七

0
1
八

0
m
の
所
を
通
り
、

さ
ら
に
県
道
を
横
切
っ
て
館
合
へ
と
進
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
先
ず
っ

本
町
橋
右
側
の
庚
申
碑
か
ら
約
―

1
0
0
m
北
に
あ
る
沢
の
入
道
路
上
に
は
、
明
和
三
年

の
庚
申
供
養
碑
（
高
さ
了
八

O
c
m
、
幅
九

O
c
m
)
な
ど
一

年
(
-
八
―
―
九
）

ふ
た
た
び
線
路

：
基
の
古
碑
群

が
県
道
に
南
面
し
て
並
ん
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
二

0
0
m
ほ
ど
北
に
曹
洞
宗
城
高

山
安
養
寺
が
あ
り
、
そ
の
間
山
は
慶
長
一
一
年
(
-
五
九
七
）
、
現
在
の
本
堂
は
文
政

□

1

の
建
立
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

寺
第
拾
弐
世
観
室
良
盛
和
尚
慶
長
式
年
八
月
閲
山
―
―
付
、
％
安
永
四

q
迄
百
七
拾
九
年
ニ

の
右
手
の
水
田
な
ど
に
な
っ
て
い
る
所
は
、

「
安
永
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（
猿
沢
）
（
興
田
）

左
ハ
さ
る
さ
わ
道
お
ぎ
た
道

う
し
ろ
は
正
法
寺
道

（
摺
沢
）

む
こ
う
ハ
す
る
さ
わ
適

（
長
坂
）

右
ハ
な
か
さ
か
道

さ
て
、
前
述
の
ご
と
く
、

同
じ
）
。

と
記
し
て
い
る
。
こ
こ
と
は
逆
に
、

マ
リ
ヤ
観
音
像
か
ら
約
八

0
0
m
東
側
の
南
磐
井
里

一
間
、
横
弐
間
、

一
本
尊
不
動
明
干
、
木
仏
立
像
、
御
長
壱
尺
五
寸
、
薬
師
如
来
、
木

千
築
院
は
「
安
永
風
士
記
」
に
、

二

小

名

長

根

、

一
羽
黒
派
、

ー
道
場
南
向
竪

柴
宿
駅
か
ら
約
―
―
五

0
m
東
側
で
大
舟
渡
線
の
敷
地
を
横
断
し
、

つ
づ
い
て
県
道
を
横

罷
成
候
事
、

弥
陀
如
来
一
体
（
木
仏
座
像
、
御
長
壱
尺
七
寸
）
」
と
あ
る
。

安
蓑
寺
の
入
口
に
は
享
保
三
年
(
-
七
了
八
）
の
地
蔵
尊
板
碑
（
高
さ
一

0
五

em
、
幅

六
O
c
m
)
、
寛
政
元
年
(
-
七
八
九
）

の
庚
申
碑
（
高
さ
一
五

Ocm
、
幅
一
―

-ocm)
が
あ

り
、
そ
の
ほ
か
寺
の
入
口
や
総
門
付
近
の
前
庭
な
ど
に
、
享
保
、
宝
暦
、
明
和
、
安
永
、

寛
政
な
ど
の
古
碑
や
石
像
が
数
多
く
建
っ
て
い
る
。
安
養
寺
か
ら
約
四

0
0
m
奥
の
猿
沢

川
に
沿
っ
た
断
崖
の
洞
窟
内
に
、
古
く
は
子
安
観
音
と
称
さ
れ
た
マ
リ
ヤ
観
音
像
（
高
さ

六
五

cm
、
幅
一
一
一
五

cm
、
板
碑
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
仙
台
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン
遣
物
の
一

つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
約
五

0
0
m
西
側
の
唐
梅
館
山
の
頂
上
に
は
、
東
西
約

六
0
m
、
南
北
約
四

0
m
の
唐
梅
館
の
本
丸
跡
が
あ
り
、
そ
の
西
方
の
土
壇
上
に
初
代
頼

胤
供
養
碑
（
高
さ
一
六

Ocm
、
幅
三
五
C
m
)

が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
古
碑
に
つ
い
て
「
安

一
唐
梅
館
、
古
碑
、
高
五
尺
五
寸
、
幅
壱
尺
四
寸
、
右
碑
面
之
文
字
左
二
御
苫
L
仕
候
、
外
二
月

ニ
星
之
紋
御
座
候
処
、
年
月
等
見
分
不
申
候
事

蓮
清
院
殿
前
羽
林
次
称
頼
山
胤
公
大
居
士

千
葉
介
平
頼
胤
従
四
位
下
少
将

に
、
文
化
八
年
(
-
八
―
一
）
の
桃
の
木
洞
入
口
の
道
標
が
あ
る
。
こ
れ
は
旧
道
筋
の
も

の
で
は
な
い
が
、
貴
重
な
文
化
財
な
の
で
紹
介
し
よ
う
。
道
標
の
中
央
上
部
に
地
蔵
尊
が

刻
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
下
に
次
の
よ
う
な
道
が
記
さ
れ
て
い
る
（
括
弧
内
は
筆
者
、
以
下

旧
道
は
大
舟
渡
線
柴
宿
駅
の
南
七
ー
八

0
m
の
所
を
走
っ
て

い
た
わ
け
て
あ
る
か
、
柴
宿
駅
か
ら
約
二
五

0
m
f崩
の
旧
直
の
北
側
に
愛
宕
神
社
の
祭

場
が
あ
り
、
そ
の
正
面
に
寛
政
九
年
＇
（
ー
ヒ
九
七
）

（
高
さ
―

-
o
e
m
、
幅
六

O
c
m
)
、
文
化
一
四
年
(

1

八
一
ヒ
／
）

ocm
、
輻
七

O
c
m
)
、
万
延
冗
年
(
-
八
六

0
)

o
c
m
)
、
年
号
不
明
の
湯
殿
山
・
月
山
・
羽
黒
山
碑
（
高
さ
一
九
五

em
、
輻

^
-
o
c
m
)
、

八
聖
山
碑
（
高
さ
一
七
五
Cm

、
幅
―

o
o
e
m
)
、
占
峰
神
碑
（
高
さ
一
六
五

cm
、
幅
六
七

em)
が
あ
り
、
祭
場
の
左
側
に
は
安
永
三
年
（
一
七
七
四
[
)

oem
、
幅
八

OCrn)
、
明
和
七
年
（
一
七
七

0
)

e
m
)、
文
政
五
年
二
八
ニ
ニ
〗
）

年
の
庚
申
碑
（
高
さ
七

OCrn
、
幅
四
五

crn)

明
治
―
二
年
(
-
八
七
九
）

（
高
さ
八
五

em
、
幅
四

O
c
m
)
な
ど
が
右
か
ら
1

列
に
並
ん
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
碑
群

は
柴
宿
団
地
内
に
あ
る
た
め
保
存
良
好
て
あ
る
。
な
お
、
東
山
町
内
に
は
四
肛
（
長
坂
地

内
に
一
基
、
松
川
地
内
二
基
、

の
塩
釜
・
竹
駅
・
横
山
大
明
神
碑

の
山
神
碑
（
高
さ
一
＾
f

の
金
華
山
碑
（
ら
同
さ
一
五

Ocm
、
幅
六

田
河
津
地
内
一
晶
）

の
己
己
供
投
碑
（
占
向
さ
―
―

の
庚
申
碑
貪
回
さ
一

0
五

cm
、
幅
六
〇

の
庚
申
碑
（
高
さ

1

—̂
-
O
c
m
、
幅
七
五

C
m
)、
安
政
□

の

馬

樅

神

碑

の
馬
棚
神
碑
が
あ
る
が
、

明
治
・
大
正
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
同
じ
馬
の
守
護
神
で
も
町
内
に
は
馬
頭
観
世
音
碑
｀
か

多
く
、
庚
申
碑
に
次
い
て
第
二
位
で
あ
り
、
以
下
、
山
神
碑
、
雷
神
碑
、
南
無
阿
弥
陀
仏

碑
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
庚
申
碑
が
一
番
多
い
の
は
作
神
信
仰
に
よ
る
も
の
て
、
昔
の
人

々
が
い
か
に
作
況
を
心
配
し
、
豊
作
を
神
に
祈
っ
て
い
た
か
か
良
く
う
か
が
え
る
。

切
っ
て
進
む
旧
道
は
、
県
道
か
ら
左
手
に
分
岐
し
て
猿
沢
へ
向
う
追
と
一
部
菫
な
り
、

が
て
そ
れ
か
ら
右
に
分
か
れ
て
館
合
地
内
の
町
道
を
進
ん
て
行
く
。
こ
の
館
合
地
内
に
は

ま
す
千
葉
院
の
古
碑
群
が
あ
る
C

享
保
一
九
什
ニ
ヒ
三
四
）
の
奉
念
庚
申
塔
（
高
さ
七

五
Cm

、
輻
五
五
C
m
)

、
嘉
永
四
年
（
＾
八
五
一
）

五
C
m
)

、
天
保
二
年
(
-
八
．．． 

一）

の
犬
神
宮
碑
（
高
さ
―

o
o
c
m
、
輻
五

の
大
黒
天
碑
（
高
さ
―

o
o
c
m
、
輻
じ

O
c
m
)
、
同

三
年
の
庚
申
碑
（
高
さ
九
五
Cm

、
輻
五
五
C
m
)

な
と
か
そ
の
主
な
も
の
で
あ
る
。

や

永
風
士
記
」
は
、

い
ず
れ
も

拍
花
山
園
通
正
法
寺
二
御
座
候
、
但
末
寺
無
御
座
候
事
、

一
占
キ
什
物
之
巾
、

一
本
尊
阿

一
小
名
之
事
、
館
下
、

一
本
山
井
末
寺
之
巾
、
本
山
ハ
江
刺
郡
黒
石
村
大
梅
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如
来
壱
体
（
木
仏
立
像
、
御
長
弐
尺
五
寸
、

え
ら
れ
、
現
在
の
本
堂
は
文
政
二
年
(
-
八
一
九
）

い
る
。

松
山
村
大
光
寺
―
―
御
座
候
、
但
末
寺
無
御
座
候
事
、

一
占
什
物
之
れ
、

（
高
さ
―

o
o
e
m
、
幅
四
五

cm)
と
文
政
一
一
年
〈
一
八
．
一
八
）

し

か

一
本
尊
、
阿
弥
陀

聖
徳
太
子
御
作
之
由
申
伝
候
）
」
と
記
さ
れ
て

以
上
の
よ
う
に
、
曹
洞
宗
龍
沢
山
善
龍
寺
は
文
明
―
一
年
(
-
四
ヒ
九
／
）

の
開
山
と
伝

の
建
立
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
尊

の
阿
弥
陀
如
来
立
像
は
頭
部
が
桂
材
て
室
町
期
の
も
の
、
体
部
は
檜
材
を
用
い
、

も
、
光
背
裏
に
記
さ
れ
た
仏
工
登
帥
等
の
銘
か
ら
慶
長
一
三
年
（
．
六

0
八
）
に
補
修
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
貴
重
な
文
化
財
て
あ
る
。
境
内
に
は
＾
〇
数
晶
の
碑
・
像
な

ど
が
あ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑

の
芭
蕉
句
碑
〈
心
向
さ
ニ
―

oem
、
輻
五
四
C
m
)

て
あ
る
。
と
く
に
前
者
は
東
山
町
長
坂
地
内
の
有
年
乃
の
石
碑
の
う

ち
で
最
古
の
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
句
碑
は
上
部
の
約
三
分
一
が
折
れ
て
い
た
も
の
を
現

不
叫
の
碑
（
．
凶
さ
―

oocrn
、
輻
．
•^
O
c
m
)
慶
応
四
年
〈
一
八
パ
八
）

の
f
安
観
世
音

.

.
 1
 

じJ
/
a
 

ヘ

じ
四
四
ジ

の
奉
念
庚
申
供
壺
塔

貪
r
さ
じ

Ocm
、
幅
四

O
c
m
)
、
年
り
と
も
に

境
内
に
は
文
政
＾
二
年

口
八
二
九
／
）

の
雷
神
碑

（＇り四さ五

Ocm
、
輻
万
五

cm)
、
延
享

cm 
'-../ 
二

1.. 
Ocm
、
花
岡
岩
）
＾
対
、
境
内
に
享
和
三
年
（
／
八

0
-
―.）

の
石
燈
籠
冨
翠
門
五

0

二
刈
か
建
っ
て
い
る
い
こ
の
神
社
か
ら
約
4

-

＾0
0
m
束
北
に
観
音
堂
か
あ
り
、
そ
の

記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
石
段
の
登
口
に
文
化
．
一
こ
．
年

ニ
八
一
六
）

の
石
燈
籠
（
総
高

東
栄
」
と

し一

に

は
ヽ

仏
立
像
、
御
長
壱
尺
弐
寸
、
右
一
一
体
共
慈
宜
大
帥
御
作
之
由
中
伝
候
土
」
と
あ
る
よ
う

に
、
昔
は
羽
黒
派
修
験
の
道
場
て
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
約
．

0
0
m
進
ん
だ
旧
道
の
右
傍

に
文
政
八
年
(
-
八
二
五
[
)

の
庚
申
碑
（
高
さ
―
―

-oem
、
輻
―

-oem)
、
lwJ
年
の
西
国

三
十
三
順
札
塔
（
高
さ
一
六

Ocm
、
輻
六

O
c
m
)
、
同
九
年
の
子
安
観
音
・
湯
山
山
神
碑

（
高
さ
五
五

em
、
輻
五

O
c
m
)
の
ほ
か
に
、
年
号
不
明
の
庚
申
碑
二
品
□

つ
は
占
回
さ
一

ら
に
約
五

0
0
m
進
ん
だ
旧
道
の
左
手
に
館
合
と
里
前
の
接
す
る
段
丘
か
み
え
る
か
、

こ
に
は
約
―

1
0
0
m
の
間
隔
を
似
い
て
西
館
跡
と
東
館
跡
か
あ
る
。
現
在
前
者
は
畑
地
、

弐
拾
間
、
東
西
拾
五
間
、

主
井
年
月
共
相
知
不
申
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
約
二
五

0
m
進
む
と
里
前

和
郡
松
山
村
大
光
寺
周
鼎
仲
易
和
尚
文
明
十
一
年
開
山
―
―
付
、
当
安
永
四
年
迄
三
百
年
ニ

罷
成
候
事
、

清
水
ノ
上
、

そ

て
い
る
3

こ
れ
は
当
寺
―
八
世
玄
端
代
の
文
政
一
／
1

(

＾
八
一
＿
八
）

ね
た
正
戸
の
俳
人
松
風
の
首
唱
に
よ
っ
て
近
郷
の
俳
人
逹
か
相
寄
っ
て
建
立
し
た
も
の
て

あ
る
。
こ
の
ー
ロ
碑
尉
か
ら
約
圧

0
0
m
北
西
の
五
輪
坂
の
上
に
は
年
号
不
明
の
道
祖
神

さ

1
o
o
c
m
、
輻
四
五
C
m
)

、
寛
政
一
―
―
年
（
＾
八

0
0
)
の
夜
念
仏
供
韮
（
高
さ
一

0

em
、
輻
じ

o
e
m
)
な
と
の
石
碑
か
右
か
ら
一
列
に
並
ん
て
お
り
、

側
に
も
、
奉
供
投
念
仏
圧
百
万
辺
為
一
切
衆
生
成
仏
碑
、

に
、
こ
の
地
を
功

さ
ら
に
道
祖
神
碑
の
右

西
国
1

1

．十：
．．
 
番
順
礼
塔
、
秋
築

大
権
現
碑
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
碑
群
は
昭
和
五
二
年
の
道
路
拡
幅
工
れ
の
際

一
方
、
善
龍
寺
か
ら
約
五

0
0
m
東
の
太
田
に
は
、
天
正
一
八
年
（
二
江
九

0
)
葛
西

ぽ
む
す
び

の
臣
千
ぃ
業
胤
村
の
勧
請
と
社
記
に
伝
え
る
火
産
霊
神
社
が
あ
る
い
神
体
は
八
面
大
荒
神
て

在
の
堂
字
は
昭
和
一
六
年
の
造
営
て
、
士
地
の
人
々
は
「
荒
神
様
」
と
敬
称
し
て
い
る
。
こ

「
無
刑
録
」
を
著
さ
れ
た
仙
台
藩
の
学
者
芦
東
山
の
奉
納
さ
れ
た
「
八
面
大
荒

神
」
の
扁
額
の
ほ
か
、
長
坂
の
生
ん
だ
俳
人
鈴
木
東
栄
が
文
化
七
年
(
-
八
!

0
)
 

う
め

納
し
た
句
額
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
八
つ
ふ
さ
の
楳
の
化
の
香
身
に
ぞ
し
む

に
奉

士、t
 
曇
社
地
南
北
四
間
、
東
西
芝
間
、

一
社
西
向
三
尺
作
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現

桂
材
を
用
い
、
中
世
以
前
の
作
の
よ
う
で
あ
る
。

「
安
永
風
土
記
」
に
は
、

二

荒

神

一
小
名
之
事

一
本
山
片
末
寺
之
巾
本
山
ハ
南
部
領
志
和
郡

地
内
に
善
龍
寺
が
あ
る
。
同
寺
の
一
；
贔
出
」
に
は
、

「
一
間
山
之
巾
当
寺
ハ
南
部
領
志

に
、
現
在
地
よ
り
約
五

0
m
南
に
あ
っ
た
の
を
移
転
し
た
も
の
て
あ
る
r

一
同
所
、
西
館
、
南
北
三
拾
間
、
東
西
式
拾
五
間
、
…
…
御
城

後
者
は
雑
木
林
と
な
っ
て
い
る
。

「
安
永
風
士
品
」
に
は
、

一
た
て
合
、
東
館
、
南
北

じ
八
じ
）

の
天
神
宮
（
高
さ
五

Ocm

輻
← ー→

゜cm ＼ 
同
年
の
大
黒
天

（
心
詞
さ

1
0
 

五
Cm

、
幅
じ

Ocm
〕
、
同
四
年
の
山
神
図
inJ

さ
．

O
O
c
m
、
幅
六
五

cm)
、
大
明
ヒ
年
(

o
o
c
m
、
幅
四

Ocm
、
他
の
＾
つ
は
高
さ
―

-
o
c
m
、
幅
八

O
c
m
)
か
建
っ
て
い
る
し
さ

（
•
閲
さ
七O
c
m、
輻
／
じ

c
m
)、
文
化
＿
o
I

〔
＾
八
0
圧
）
の
大
乗
妙
典
西
国
順
礼
（
高

住
職
が
修
即
鈷
合
し
た
も
の
て
、

「
さ
ざ
小
蟹
足
ぷ
卜
る
し
み
づ
哉
芭
蕉
，
一
と
刻
ま
れ
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⑱

流

矢

ー

八

幡

前

ど
め
て
い
な
い
。

碑
（
高
さ
八
五
Cm

、
幅
七

O
c
m
)
、
天
明
□

年
の
横
山
不
動
尊
碑
（
」
り
回
さ
一

0
五
Cm

、
幅

と
こ
ろ
で
旧
道
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
館
合
か
ら
里
前
に
か
け
て
県
道
の
北
側
を
辻
回

し
て
善
龍
寺
付
近
に
至
り
、
そ
の
先
は
県
道
の
北
側
を
流
れ
る
砂
鉄
川
と
大
船
渡
線
の
線

路
に
は
さ
ま
れ
た
部
分
を
約
八
ー
九

0
0
m
東
進
し
、
そ
こ
で
線
路
を
横
断
す
る
が
、

そ

の
手
前
ま
で
の
約
六

0
0
m
ほ
ど
の
区
間
は
道
も
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
先
の
旧
道
は
町

荒
瀬
地
内
に
は
、

ま
ず
高
金
坂
の
上
の
左
手
の
林
の
中
に
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
の

馬
頭
観
音
碑
（
高
さ
―
―

-ocm
、
幅
八

O
c
m
)
、
口
□

六
年
の
庚
申
碑
（
高
さ
九

O
c
m
、
幅

五
O
c
m
)
、
天
保
三
年
(
-
八
一
―
―
―
-
）

の
庚
申
碑
（
高
さ
一
四

O
c
m
、
幅
七

O
c
m
)
が
あ

り
、
旧
道
筋
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
碑
の
所
か
ら
坂
道
を
く
だ
っ
て
右

手
に
入
っ
て
い
く
と
、
長
坂
（
東
山
町
）
と
摺
沢
（
大
東
町
）
と
の
旧
村
境
を
流
れ
る
沢

に
出
る
。
こ
の
沢
と
旧
道
に
は
さ
ま
れ
た
部
分
に
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

の
判
読
不
明

碑
（
高
さ
九
八
e
m
、
幅
六
六
e
m
)
が
建
っ
て
い
る
。
こ
の
付
近
に
は
明
治
後
期
ま
で
茶
店

が
あ
っ
て
、
往
来
の
人
々
が
休
憩
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
痕
跡
す
ら
と

長
坂
と
摺
沢
と
の
境
界
を
流
れ
る
沢
に
架
け
ら
れ
た
土
橋
を
渡
る
と
、

旧
道
は
大
東
町

に
入
り
、
町
道
と
重
な
っ
て
約
八

0
0
m
進
ん
だ
地
点
て
砂
鉄
川
を
右
に
横
断
し
、
そ
の

支
流
の
曽
疫
川
が
合
流
す
る
付
近
の
旧
道
の
北
側
に
弘
化
四
年
(
-
八
四
七
）

道
と
重
な
っ
て
荒
瀬
・
流
矢
に
達
し
て
い
る
。

の
渡
船
碑

（
高
さ
一
〇
八
Cm

、
幅
五

O
c
m
、
厚
さ
三
五
Cm

、
花
糊
岩
）
が
建
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は

「
為
観
光
院
貞
応
妙
室
大
姉
開
聴
得
解
加
藤
茂
孝
室
造
新
舟
以
旅
客
便
易
往
復
」
と
刻
ま

れ
て
お
り
、
渡
船
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
日
常
は
一
本
橋
が
架
け
ら
れ
て
お

り
、
出
水
時
に
舟
で
渡
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
坂
道
と
な
る
旧
道
は
樹
木
に
お
お
わ
れ

る。
て
お
り
、
甘
日
の
面
影
が
良
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大
船
渡
線
の
敷
地
の
北
側
に
沿

れ
る
曽
慶
川
の
左
作
に
達
し
、
そ
こ
か
ら
ふ
た
た
ひ
線
路
を
斜
断
し
て
捐
沢
駅
の
後
方
を

通
っ
て
市
街
地
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
間
の
雲
南
田
に
寛
政
―
二
什
（
．
八

0
0
)
の
庚
申

碑
（
高
さ
一
尺
八

cm
、
輻
九
六
Cm

、
厚
さ
―
―

-cm
、
化
i

岡
岩
）
と
雲
南
神
社
か
あ
り
、
礼

田
に
は
明
和
七
年
（
一
七
七

0
)
の
庚
申
碑
（
高
さ
―
二
九

cm
、
幅
八
九

cm
、
厚
さ
三
六

摺
沢
の
市
街
地
に
入
っ
た
旧
道
は
ほ
ぼ
町
道
と
重
な
っ
て
東
進
し
、
大
船
渡
線
路
を
横

切
っ
た
辺
か
ら
、
国
道
三
四
三
号
線
（
以
下
、
国
道
と
い
う
）
と
線
路
の
中
間
を
東
南
に

進
ん
て
摺
沢
宿
に
至
る
。
こ
こ
は
天
正
年
間
に
本
宿
か
ら
引
町
し
て
成
立
し
た
も
の
と
い

わ
れ
、
寛
永
検
地
当
時
は
二
四
戸
、
そ
の
後
享
保
年
中
に
新
町
を
足
町
し
、

安

永

四

年

二
七
七
五
）
に
は
「
町
住
居
五
拾
九
軒
」
と
な
っ
た
。
幕
末
の
天
保
頃
に
な
る
と
、
約

五

0
0
m
北
に
離
れ
た
石
蔵
（
石
倉
）
に
引
町
を
願
出
た
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
て

あ
る
。
摺
沢
村
〈
大
東
町
）
の
「
安
永
風
士
記
」
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

一
摺
沢
町
宿
場
二
御
座
候
二
付
、
町
名
T
数
当
所
力
諸
所
江
之
宿
次
里
数
共
二
、
左
二
御
書
上
仕

候
事

一
本
町
壱
丁
廿
間
、
―
町
壱
丁
Jtt
五
問

一
当
郡
松
川
町
iL

―
-
．
用
四
丁
廿
間

一
本
莉
七
拾
人
文
一
軒
尻
四
拾
七
文
一
賃
大
舟
八
文

一
崎
郡
築
館
町
iL

．
一
屯
八
丁
万
間
（
以
卜
、
略
）

一
当
郡
千
厩
町
lL

―-Lll
拾
丁
四
拾
間
（
以
下
、
略
）

．
当
郡
長
坂
町
江
．
里
拾
五
J

一
本
仙
一
．
一
拾
文
一
軽
尻
廿
四
文
．
貨
夫
柏
八
文

-
w
品
帥
狛
沢
町
へ
壱
里
州

r舟
八
間
（
以
↑
、
略
）

．
当
郡
大
原
町
へ
壱
里
廿
丁

一
本
荷
四
拾
入
文
一
軽
尻
廿
八
文
；
見
人
廿
壱
文

一
当
郡
下
折
咽
町
へ
四
用
廿
二
間
（
以
下
、
略
）

以
卜
七
ヶ
所
、
車
数
何
も
大
道
を
以
御
書
K
什
條

it

cm
、
安
山
岩
）

の
ほ
か
に
三
基
の
古
碑
と
石
燈
籠
一
基
が
あ
る
。

四
O
c
m
)
が
並
ん
で
い
る
。

っ
て
約
―

::o0
m
進
ん
た
民
家
の
前
で
線
路
を
右
に
横
断
し
、
さ
ら
に
111小
道
の
北
側
を
流
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正
年
中
御
住
居
之
由
申
伝
候
巾
」
と
、

（
現
在
大
部
分
畑
地
）
が
あ
り
、
そ
の
下
の
馬
場
跡
と
い
わ
れ
る
畑
地
の
中
に
年
代
不
明

の
五
輪
塔
（
総
高
七
八
Cm

、
花
岡
岩
）
か
一
砧
建
っ
て
い
る
さ
ら
に
、

門
の
入
口
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
所
に
安
永
四
年
（
一
七
じ
五
）
の
庚
申
塔
（
．
り
回
さ
ニ
―
―
―

em
、
幅
三
四
c
m
、
肛
さ
．．． 

O
c
m
、
安
山
岩
）
、
文
政
三
年
(
-
八
二

0
)
の
湯
殿
・
月
山

・
羽
黒
三
山
碑
、
7

品
永
六
年
(
-
八
五
一
・
[
)

摺
沢
窟
の
東
側
の
但
馬
崎
に
は
、

八
T
館
の
大
手

の
金
華
山
碑
な
ど
九
某
か
並
ん
て
い
る
。

「
安
永
風
土
よ
」
に
記
さ
れ
て
い
る
八
丁
館
跡

「
一
古
館
一
ツ
、

花

協

候、

一
本
尊
釈
迦
如
米
一
休
（
以
下
、
略
）
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
摺
沢
宿
は
、
松
川
・
築
館
・
千
厩
•
長
坂
・
猿
沢
・
大
原
・
下
折
壁
の
各

宿
駅
へ
の
道
（
七
筋
）
が
分
岐
し
、

旧
道
に
お
け
る
重
要
な
宿
駅
て
あ
っ
た
と
同
時
に
、

渋
民
・
天
狗
田
・
曽
慶
・
上
奥
上
．

l
H
J崎・
仏
坂
・
濁
沼
・
上
折
壁
•
長
坂
の
う
ち
生
出

の
各
村
へ
の
村
継
の
中
心
地
て
も
あ
っ
た
。
前
叫
七
筋
の
道
の
う
ち
、
松
川
・
長
坂
・
大

原
へ
の
逍
筋
が
旧
道
に
あ
た
る
。
そ
し
て
摺
沢
宿
の
手
前
て
直
角
に
東
北
に
折
れ
る
旧
直

は
、
八
丁
館
大
手
門
前
の
所
て
左
に
カ
ー
フ
し
て
国
道
と
合
流
し
、
す
ぐ
左
手
に
分
か
れ
て

曽
慶
川
を
横
断
し
て
八
幡
前
に
向
っ
て
い
る
3

こ
の
間
、
摺
沢
宿
の
西
側
に
観
音
棠
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
約
―
↓

1
0
 0
m
東
南
に
曹
洞
宗
梅
月
山
高
建
寺
が
あ
る
。
同
寺
の
「
畠
出
」

は
「
一
開
山
之
事
、
当
寺
ハ
当
郡
上
奥
玉
村
清
台
山
安
壺
寺
第
二
世
実
山
見
察
和
尚
天
正

元
年
開
山
二
付
、
当
安
永
四
年
迄
二
L

ロ
二
．
年
罷
成
中
候
巾
、

本
山
井
末
寺
之
事
、
本
山
ハ
当
郡
上
奥
玉
村
盾
台
山
安
壺
寺
―
―
御
座
候
、
但
末
寺
無
御
座

一
占
キ
什
物
之
＊
、

こ
の
寺
は
明
治
八
年
(
-
八
七
五
）
と
大
正
五
年
(
-
九
一
六
）
に
火
災
に
遭
い
、
現
在

の
本
堂
は
昭
和
二
六
年
の
建
立
で
あ
る
か
、
そ
の
山
門
に
あ
る
「
梅
月
山
」
の
横
額
は
、

仙
台
の
輪
王
寺
先
住
栓
灰
沓
の
着
と
伝
え
て
い
る
（
「
安
永
風
土
品
」
）
。
境
内
に
は
天
明

四
年
(
-
ヒ
八
四
）

の
石
地
蔵
（
高
さ
一
四
-
c
m
)
幅
六
―
―
-
c
m
、
り
さ
二
四
c
m
、

岩
）
、
年
号
不
明
の
地
蔵
五
体
、

そ
れ
に
安
永
六
年
二
じ
じ
ヒ
）

の
供
捉
□

仏
塔
（
高

さ
一
七
O
c
m
、
幅
一
四
O
c
m
、
屈
さ
ー
ー
パ
o
c
m
、
花
協
岩
）
な
と
六
韮
の
石
碑
か
あ
る
。

一
八
丁
館
、
竪
廿
間
、
横
舟
五
間
、

―
ニ
ノ
丸
、
堅
舟
六
間
、
横
舟
二
間
、
右
ハ
葛
西
御
家
臣
岩
淵
大
炊
之
助
と
申
御
方
、
天

ー
小
名
之
巾
、
天
神
森
、

（
⑬
さ

二
- . 

cm 
ヽ

輻
九
四

em
、
花
悩
宕
）
が
並
ん
て
お
り
、

そ
の
左
丁
の
町
道
に
南
面
し

4
.
¥

、
m
、

/

c

 

m
、
g

苗
し

c

ふ

f
f

さ．―-五

rn
、

h

!

-

C

 

花
岡
府
）
、

寛
政
元
年

□

し
八
九
＼

の
梵
字
供
壺
碑

道
か
町
道
と
交
叉
す
る
地
点
に
叫
和
四
年

二
じ
六
じ
）

の
青
面
金
剛
碑

（
、
砂
さ
一
六
五

八
幡
前
か
ら
ほ
ほ
国
道
と
盾
な
っ
て
進
む
旧
道
は
、
大
森
の
辺
て
国
道
と
分
か
れ
て
左

「
安
永
風
土
記
」
に
「
大
森
坂
、
長
サ
」
ハ
丁
、
門
郡
大
原
町
江
之
通

路
」
と
あ
る
大
森
坂
を
登
る
。
国
道
と
分
れ
て
か
ら
約
―
k
m
の
区
間
は
直
も
あ
る
か
、

の
先
は
定
か
で
は
な
く
、

っ
て
町
追
と
交
叉
し
、

そ

や
が
て
折
返
橋
の
西
側
一
パ

00111
ほ
と
の
地
点
て
砂
鉄
川
を
渡

そ
こ
を
直
角
に
東
に
折
れ
て
町
道
上
を
東
進
し
て
い
る
。
こ
の
旧

f
の
山
林
に
入
り
、

り

八

幡

削

ー

大

原

侶

ず
れ
も
保
存
状
態
ぱ
良
好
て
あ
る
。

0
五
c
m
、
幅
六
一

C
m
)

、
金
華
山
碑
（
高
さ
．
四
六
c
m
、
幅
八
．
c
m
)
な
と
が
あ
る
。

し、

同
一
四
年
の
庚
申
碑
〈
．
り
回
さ

^̂
＼

m
、

―-
J

C

 

尺

m
)

、

-
/
c
 

百
田
て
、

ふ

／

年
号
不
明
の
庚
甲
塔
ぐ
＂
臼
さ

四
em)

、
天
保
五
年
(
-
八
一
．
ー
四
）
の
奉
寄
進
石
壇
碑
↑
砂
さ
七
四
c
m
、
幅
四
五
C
m
)

、

碑
（
高
さ
ー
四
四
c
m
、
幅
一
1
-
.
O
c
m
〉
、
文
化

□

年
の
塩
釜
碑
貪
同
さ
一
じ
1
c
m
、
幅

こ
の
八
幡
神
社
の
境
内
に
は
、
東
里
田
辺
希
文
撰
・
桃
仄
荒
井
盛
従
書
の
安
永
じ
什

ニ
ヒ
じ
八
）

の
八
幡
詞
碑
図
臼
さ
＾
七
四
c
m
、
幅
八
―
-
c
m
)

の
ほ
か
、
向
九
年
の
塩
釜

1

地
l

．
祭
1
1

八
月
i
T
t
1
1

祉
祭
礼
之
節
ハ
為
戚
1
.
]

囚

1

関
仕
方
詞
足
糾
四
人
井
小
，
唄
一
．．
 
人
被
相
出
候
巾

•Ll 
.
,
'
f
l
lクー＼J
 

．
柏
，
い
冗
JI
附
韻
、
八
幡
太
神
壼
9
1
1
字
、
但
噴
者
相
知
小
巾
似
巾

竹
村
本

111派
枷
ぷ
本
院

＿．ー・中、「

勧小釣
＂］名守

,．、ー
1

ク
',111

康
平
り
中
加
粕
’
衣
公
東
夷
叫
叶
之
釘
門
願
被
相
立
、
御
勧
！
叩
之
由
111に
似
巾

認
＇
柏
れ
間
、
横
廿
一
間
．

ti
，

厨

四

叫

竹

パ

附

k
匹
ー
し
設
、
帖
，
ハ

）
 

□

日
月

沿

ー
肌
ぅ
f

＼、ノ

村
鉛
守
で
あ
っ
た
八
幡
神
社
は
、

「
安
永
風
卜
1nL
」
に
次
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い
る
J
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高
さ
一
四
六

em
、
幅
―

-
o
e
m
)
な
ど
が
あ
る
。

さ
れ
て
い
る
。

い
う
。
な
お
、
こ
れ
は
道
路
工
事
の
際
に
他
所
か
ら
移
転
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

旧
位
置
は
不
明
で
あ
る
が
、
道
標
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
か
ら
考
え
れ
ば
、
砂
鉄
川
を
渡
っ

た
地
点
ー
し
か
も
川
と
旧
道
と
に
は
さ
ま
れ
た
所
で
、
道
に
北
面
し
て
建
っ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
道
標
か
ら
約
一
―

1
0
0
m
南
の
国
道
の
東
側
に
勝
善
神
社
が
あ
り
、
そ

こ
に
は
、
内
野
（
大
東
町
大
原
）
産
の
砂
鉄
を
も
っ
て
鋳
造
し
た
「
馬
」
の
字
額
が
奉
納

一
方
、
絵
入
り
道
標
か
ら
約
一

0
0
m
東
進
し
た
旧
道
の
北
側
に
は
、
文
化
―
―
一
年
（
一

八
一
五
）

の
金
毘
羅
大
権
現
碑
（
高
さ
三
三
―

Cm

、
幅
六
五

cm
、
花
岡
宕
）
を
正
面
に
し
、

そ
の
左
側
に
化
政
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
芭
蕉
翁
之
碑
（
高
さ
―
一
じ
Cm

、
幅
六
八

em)

（
草
桂
）

が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
な
つ
山
や
所
々
に
わ
す
れ
雲
、
年
く
れ
ぬ
笠
着
て
わ
ら
し
は
き
な

か
ら
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
願
主
は
大
原
（
大
東
町
）
出
身
の
俳
人
餐
英
乙
這
豆
五
」
ハ
月
没
）
、

書
は
藤
沢
（
藤
沢
町
）
出
身
の
俳
人
高
橋
東
皐
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
碑
の
前
面
に

天
保
四
年
(
-
八
一
―
―
―
―
-
）

の
庚
申
碑
（
―
つ
は
高
さ
七
七

cm
、
幅
ニ
Lo

ハ

cm
、
も
う
―
つ
は

こ
れ
ら
の
古
碑
群
を
過
ぎ
る
と
、

旧
道
は
町
道
と
分
か
れ
て
そ
の
北
側
の
角
明
沢
•
西

道
標
中
央
部
に
書
か
れ
た
絵
は
判
然
と
し
な
い
が
、

11

指
差
し
て
い
る
手
“
で
あ
る
と

（
高
さ
七
五
Cm

、
底
部
幅
五
―
―
-cm
、
安
山
岩
）
が
あ
る
。

て
文
化
五
年
(
-
八

0
八）

（絵）

十
二
里

さ
る

沢
道

の
塩
釜
宮
・
庚
申
・
山
神
碑
（
高
さ
一
―
―
―
―
-
O
c
m
、
幅
―
―
―
―
―
―

cm)
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
東
町
内
で
も
最
大
と
思
わ
れ
る
碑
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
碑
か
ら

約
二

i
-
―1
0
0
m
東
進
し
た
旧
道
の
左
側
に
、
次
の
よ
う
な
三
角
形
を
し
た
絵
入
り
道
標

に
指
定
さ
れ
た
山
吹
館
工
大
原
城
）
跡
が
あ
る
。

「
元
禄
絵
図
」
に
「
占
館
」
と
あ
る
の

あ
る
。

不
明
の
庚
申
碑

（
高
さ
一
ー
ニ
九

cm
、
百

田

五

i

ヽ

m
、

ふ
巾

'

-

/

c

肘
さ
三
五

cm
、
花
悩
岩
）

な
ど
―
―
基
が

「
往
古
は
此
所
流

て
あ
る
。
元
禄
―
一
年
（
一
六
九
八
／
）

の
絵
図
（
以
下
、

「
元
禄
絵
図
」

山
・
山
吹
・
大
明
神
（
紬
石
）
と
東
進
し
、
大
原
の
町
の
北
西
の
辺
か
ら
市
街
地
に
入
っ
て

い
る
。
そ
の
間
の
角
明
沢
に
明
和
八
年
ニ
ヒ
七
口
の
庚
中
碑
（
さ
高
1

一
じ
Cm

、
幅
一

――

1--cm
、
厚
さ
八

cm
、
花
固
岩
）
、

え
る
（
『
大
原
町
誌
』
）
金
鳥
神
社
が
あ
る
。
同
社
の
拝
殿
は
昭
和
四
年
の
建
立
で
あ
る

が
、
本
殿
は
続
石
大
明
神
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
移
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
境
内
に
は
樹
令

約
八
五

0
年
と
い
う
老
杉
が
林
立
し
て
い
る
ほ
か
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）

（
高
さ
一
六
O
c
m
、
幅
一

0
四
em
、
摩
さ
ニ
―
―
-cm
、
安
山
岩
）
、
金
華
山
碑
な
ど
多
数
の

古
碑
が
あ
る
。
さ
ら
に
旧
道
と
興
田
へ
の
道
と
の
分
岐
点
に
、
文
政
五
年
（
：
八
二
二
）

の
庚
申
碑
（
高
さ
―
―
―
-
O
c
m
、
幅
六
―
―
-cm
、
厚
さ
一
―
―

-cm
、
花
岡
岩
）
か
南
面
し
て
建
っ

て
い
る
。
そ
し
て
大
明
神
（
続
石
）
地
内
で
、

ま
れ
た
所
に
、
昭
和
に
入
っ
て
か
ら
大
原
神
社
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
上
下
に
重
な

っ
た
巨
石
（
上
の
石
の
高
さ
約
二

m
、
長
さ
約
五

m
、
下
の
石
の
高
さ
約
ニ
・
六

m
、
長

さ
約
ー

0
m
)

西
山
に
元
亀
二
年
(
-
五
七
：
）
里
人
の
勧
請
と
伝

町
道
と
そ
の
北
側
を
進
む
旧
道
と
に
は
さ

の
ほ
か
に
大
石
群
が
あ
り
、
も
と
続
石
大
明
神
が
鎮
座
し
て
い
た
と
こ
ろ

「
明
神
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
『
大
原
町
誌
』
は
、

の
庚
申
碑

れ
川
に
し
て
川
中
不
動
と
号
す
、
斉
明
天
皇
五
年
安
倍
比
羅
夫
将
軍
再
建
と
い
ふ
、
嘉
祥

年
中
僧
円
仁
山
州
大
原
大
明
神
本
地
薬
師
仏
を
勧
請
す
、
往
占
は
此
所
を
萩
の
里
と
い

ふ
、
是
よ
り
大
原
村
と
す
、
続
石
大
明
神
と
号
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
巨
石
の
前
に
年
号

大
原
神
社
の
巨
石
群
か
ら
約
五

0
0
m
東
北
の
川
内
に
、
大
東
町
有
形
文
化
財
第
一
号

が
そ
れ
て
あ
る
。
現
在
は
大
部
分
畑
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
形
は
比
較
的
よ
く
保
存
さ

れ
て
い
る
。
本
丸
跡
に
は
樹
令
四
五

0
年
以
上
と
推
定
さ
れ
る
大
銀
杏
（
高
さ
一
五
m
、

周
囲
九

•
-
m
)
が
あ
り
、
そ
の
根
元
に
小
祠
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

『
大
東
町
の
城
館
』

に
よ
れ
ば
、
こ
の
城
は
葛
西
七
騎
の
一
人
、
東
山
一
七

0
0
騎
の
旗
頭
と
称
す
る
大
原
千

と
い
う
）

に
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ほ
ヵヽ
ヽ

秋
葉
山
創
碑
、

石
地
蔵
な
ど
が
並
ん
で
い
る
。

川
支
流
に
沿
っ
て
走
る
町
直
と
ほ
ほ
重
な
っ
て
進
む
。

国
道
と
の
分
岐
点
か
ら
約
尺
丘

0

年
（
一
」
ハ
九
五
）

の
占
碑

（
高
さ
九
八

cm
、
幅
一
〇
九

cm
、
限
さ
ニ
―
-Crn

、
安
山
岩
）

の

二
巾
町
・
六
日
町
・
立
町
の
三
町
か
ら
な
る
大
原
宿
は
―
二

0
戸
（
本
百
姓
）

か
ら
な
り
、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
に
「
木
家
作
」
が
許
可
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

え
ら
れ
る
。

二
丁
十
一
間

「
元
緑
絵
図
」
を
み
る
と
、
こ
の
大
原
宿
の
入
口
に
一
里
塚
か
品
載
さ
れ
て

い
る
が
、
も
は
や
そ
の
痕
跡
す
ら
確
認
で
き
な
い
。
国
道
か
ら
南
に
分
岐
す
る
曽
慶
へ
の

道
に
沿
っ
て
、
約
―

1
0
0
m
行
っ
た
下
ヒ
切
に
薬
師
堂
か
あ
り
、
そ
の
境
内
に
は
元
禄
八

と
こ
ろ
て
旧
道
は
、
大
原
宿
を
出
た
地
点
で
国
道
か
ら
分
か
れ
て
右
手
に
折
れ
、
砂
鉄

る。

「
木
家
作
」
と
い
う
の
は
判
然
と
し
な
い
が
、

あ
る
い
は
檜
皮
葺
の
こ
と
か
と
も
考

と
あ
り
、
木
家
作
御
免
被
下
候
段
享
保
四
年
被
仰
付
町
場
二
御
叩
候
れ

立
町

” 
五
ト
一
人

ー
日
Ill

ヽノ

一
丁
十
四
間

” 
＾
ム
、

了
ー
ニ
）

一
市
町

一
丁
．
一
十
五
間
此
人
頭
三
十
六
人

い
る
。

『
大
原
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、

先
祖
で
＝
―
-
代
日
の
治
部
之
助
は
、

慶
長
年
中
大
原
町
始
り
之
節
汐
検
断
御
用
相
勤
候
由

泉
寺
の
「
舟
出
一
を
次
に
か
か
げ
て
お
こ
う
し

の
「
代
数
有
之
御
白
姓
内
出
」
に
よ
れ
は
、

―
市
町
屋
敷
検
断
軍
蔵
]
の

主
）
が
誕
生
し
た
と
い
う
。

葉
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
か
、
天
正
一
九
年
(
-
五
九
一
）
葛
酉
一
揆
鉛
庄
後
に
没
収
さ

れ
、
石
田
三
成
が
修
刑
普
請
し
て
伊
追
政
宗
に
引
渡
し
た
。
以
後
仙
台
藩
の
粟
野
大
膳
．

大
条
長
三
郎
ら
の
地
頭
〔
給
人
）
が
屈
住
し
た
城
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
原
城
跡
か

ら
約

::・oom
右
手
に
春
日
神
社
か
あ
り
、
日
社
前
の
グ
ラ
ン
ト
・
公
民
館
な
ど
の
あ
る

広
場
は
、
伊
辻
氏
の
屋
敷
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
て
あ
り
、
こ
こ
て
伊
辻
古
村
（
五
代
仙
台
藩

さ
て
、
大
原
の
市
街
地
の
北
側
を
流
れ
る
砂
鉄
川
を
渡
っ
た
旧
道
は
、
国
道
と
交
叉
し

て
直
角
に
東
北
に
折
れ
、
大
原
宿
を
進
ん
て
い
る
。
安
永
四
年
（
／
じ
じ
五
〉

「
九
代
相
続
、

の
大
原
村

申
伝
候
得
共
、
在
役
年
数
相
知
不
申
候
中
」
と
品
さ
れ
て
い
る
の
て
、
大
原
宿
の
町
立
は

疫
長
年
間
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
大
原
宿
は
旧
逍
に
お
け
る
重
要
な
宿
駅
の
一
っ
で

あ
り
、
そ
の
戸
数
は
寛
永
頃
に
二
四
戸
、
給
末
に
一
互

0
戸
と
『
岩
手
県
史
』
に
み
え
て

安
山
岩
）
な
ど
数
桔
の
石
碑
や
石
地
蔵
か
建
っ
て
い
る
。
安
永
四
年
〈
一
ヒ
七
五
）

の
長

ぷ
田
山
之
巾
↓
丑
り
ハ
葛
四
一
放
竹
村
山
吹
旭
じ
千
＂
東
飛
渾
守
砧
仏
開
店
二
巾
、
槻
外
慶
俊
和
尚

文
叫
―
―
年
八
月
間
山
二
付
、
竹
安
永
四
年
迄
―
•
ー
百
九
年
二
罷
成
候
巾

一
小
名
之
れ
亀
与

一
本
山
井
木
り
之
事
当
寺
先
年
崎
郡
猿
沢
村
龍
泉
寺
卜
本
木
争
点
有
之
、
関
ニ
ヶ
守
仰
落
居
之

ト
、
本
寺
霧
顕
仕
候
迄
、
越
後
国
岩
船
郡
杜
沢
村
霊
樹
山
耕
丈
寺
預
り
末
年
二
被
仰
渡
候
、

仏
仏
ハ
同
寺
第
四
柑
湖
品
中
珊
和
尚
が
仕
候
儀
二
罷
成
候
、
当
寺
木
寺
左
二
仰
書
上
仕
候
事

（
一
八
ヶ
寺
略
）

一
古
キ
什
物
之
事

一
本
尊
釈
迦
如
来
壱
休
（
以
ド
略
）

一
法
妓
壱
ソ
、
指
渡
．
―
-
尺
弐
寸

一
当
寺
万
治
三
年
、
元
文
三
年
向
度
火
災
二
而

11物
焼
失
仕
候
得
共
、
第
十
一
世
梅
韻
宜
白
和

尚
歌
京
都
江
為
相
仔
、
御
会
二
入
式
紙
被
下
置
候
間
、
廿
左
二
御
甚
上
仕
候
打

残

菊

沙

門

宜

白

朝
な
／
＼
お
く
嘉
霜
に
い
ろ
そ
へ
て
ま
せ
に
影
あ
る
庭
の
臼
菊

別
而
珍
重

布
御
裏
甚
、
武
者
小
路
．
五
位
卿
、
御
門
弟
澳
州
仙
台
長
泉
サ

享
保
卜
八
年
九
月
ト
パ
L
l
、
公
宴
％
庫
御
会

右
歌
、
直
柏
拾
J
庄
、
秋
之
部
人
、
風
111
実
柿

化
：
．．
 
年
（
．
八

0
六）

の
奥
山
山
卯
碑

（＇り向さ―

0
五

cm
、

.
m
、

-
C
 

晶
ヒ
一

ふ

-

肛
さ
―

-ocm
、

大
原
宿
の
は
ず
れ
か
ら
約
一
一
仕

0
m
北
力
の
I
切
水
田
に
、
1

号
保
八
年
（
一
七
ニ
―
―
―
/
)
の

南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
高
さ
q

・
五

em
、
幅
圧
―
-Crn

、
り
さ
．
四

cm、
安
山
岩
）
な
ど
二
凡

か
あ
り
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
約
五

0
0
m
離
れ
た
東
北
に
曹
洞
宗
亀
宝
山
に
泉
寺
か
あ

る
。
本
堂
は
元
文
元
年
（
／
じ
三
4

ハ）

図

大

原

宿

［

株

示

合

八
の
建
立
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
境
内
に
は
文
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に
向
う
。
叫
付
近
は
旧
道
の
面
影
か
わ
す
か
に
残
っ
て
い
る
C

叫
を
く
た
っ
た

IFliII小
逍
の

て
あ
る
C

現
在
こ
の
付
近
の
I
L
J
心
は
、

lkl
逍
．．． 

四．
f

号
線
の
改
修
工
巾
に
と
も
な
っ
て
、

道
と
分
か
れ
て
、

凪
ノ
タ
ヮ
坂
：
．
十
丁
肝
閻
」
〔
「
元
禄
粕
図
」
／
）

を
登
っ
て
愉
ノ
田
叫

rli
迅
南
側
の
、
し
か
も
山
の
中
段
の
急
斜
面
を
通
っ
て
い
る
た
め
、
泊
輻
は
約
：
．．
 

m
ほ
と

と
合
流
す
る
〔
）
そ
こ
は
侃
ノ
田
隧
直
の
手
前
約
一
＾
几

0
m
付
近
て
あ
る
旧
道
は
す
ぐ
国

）
の
一
里
塚
か
ら
約

・
し

km
進
ん
た
地
点
の
旧
道
は

小
黒
山
か
ら
立
木
橋
に
至
る

ろ
と
い
わ
れ
て
い
る
こ

こ
の
地
蔵
の
と
こ
ろ
か
ら
さ
ら
に
約
五

0
0
m
沢
を
登
る
と
国
道

て
、
濁
酒
や
馬
の
飼
料
を
売
っ
て
い
た
と
い
う
。

る
。
そ
の
前
方
に
一
栗
心
水
」
と
い
う
湧
口
か
あ
り
、
旅
人
か
の
と
を
う
る
お
し
た
と
こ

老
の
話
に
よ
れ
は

）
の
付
近
に
は
「
茶
屋
っ
こ
」

「
カ
ン
ペ
イ
茶
屋
」
な
ど
か
あ
っ

地
蔵
（
珀
部
欠
担
、
占
詞
さ
；
六
Cm

、
輻
二
じ
C
m
)

か
木
造
の
仮
屋
の
中
に
鉛
座
し
て
い

な
っ
て
沢
に
入
っ
て
行
く

そ
の
旧
泊
筋
の
北
側
に
、
明
治
以
前
の
も
の
と
息
わ
れ
る
石

阿
薩
碑
付
近
ま
て
は
町
辺
と
屯
な
っ
て
ぢ
り
、
そ
こ
を
過
き
る
と
心
も
消
え
、
登
り
坂
と

あ
っ
た
の
て
、

初
め
川
ま
て
、
人
尼
方
面
か
ら
鈴
を
つ
け
た
馬
か
数
十
頭
も
列
を
な
し
て
今
呆
方
向
に
穀

知
を
辿
送
し
、
そ
の
帰
り
に
は
魚
介
類
を
つ
け
て
通
っ
た
と
い
う
こ
と
て
あ
る
e

ま
た
占

公
の
ト

＿
i
ー

の
屈
号
て
呼
は
れ
て
い
る
。

M
氏
の
話
に
よ
れ
は

J
l
n
i
)
 

財
禾
〇

か
あ
り
、

旧
爪
筋
て
あ
っ
た
こ
と
を
物
le111

つ
て
い
る
（
，
り
山
踊
仇
壺
塔
付
近
か
ら
観
枇
脊

文
化
財
と
し
て
保
介
を
晶
じ
た
い
も
の
て
あ
る
ぃ

近
く
の
阿
部
義
彦
，
欲
は
後
に
松
並
木
か

宕
〉
、
年
＂
ゲ
小
明
の
内
無
観
肌
訂
＂
＇
凸
薩
碑

.
9
d
¥
 ．．． 

m
 

〈
．
，
卜
さ
／

c

輻
．．． 

じ
cm 

安
山
宕
ヽ

な
ど

Ill

、
月
用

．．
 
ム

111

、
東
西
仔
じ
111

、

~
9
,
~

．
』
.

JIYj
北

it
ぃハ

m
の
規
校
て
あ
る

買
屯
な
街
追
閃
係
の

跡
、
天
叫
一
パ
T

〈
／
じ
八

．．
 

）
 の
り
山
踊
供
義
認
IJ

〔
・
り
臼
さ
八
じ
c
m
、
幅
五
i
i
c
m

安

山

.

.

.

.
 1
 

欠
~
.
'
1
1

周
間
―

i
O
m
、
東
内
悦
止

m
、
市
北
仔
六

m
あ
り
、
北
の
塚
は
砂
さ

o
c
m
、
1
n
m
•
L
t
ぃi
,
E
m
、

h
I
I
i
c
 
厄
さ
：
0

／
c
m
、
安
山
岩
ヽ

「
元
保
鯰

1
」
ー
叫
載
の
山
口
の
]
里
塚

塚
が
あ
り
、

輻
約
・
―
-111

の
旧
道
を
は
さ
ん
て
南
北
に
一
汀
平
現
存
し
て
い
る
南
の
塚
は
．
り
1

矢
竹
村
絵
図
写
（
以
下
、

＾
ノ
通
・
板
木
を
経

妙
典
六
十
大
部
日
本
別
国
碑

貪
臼
さ
一
四
五
Cm

、
輻
五
O
c
m
、
り
さ
三
六
Cm

、
花
岡
岩
）

一
方
、

二
0
数
J
iの
石
仰
•
石
像
か
林
立
し
て
い
る
い
そ
し
て
こ
の
神
社
の
後
方

旧
直
の
進
ん
て
い
る
久
保
堰
に
は
、
文
化
1

と
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

の
区
間
は
、

--

年
r-

---
八
-. 

四
＼ 

道
の
南
約
ニ
ー
四

0
0
m
の
所
を
流
れ
て
い
る
川
に
沿
い
な
か
ら
、

て
山
口
へ
と
逹
し
て
い
る
そ
の
間
、
嘉
、
水
じ
年
(
-
八
五
四
）

の
奉
納
大
釆

の
庚
中
供
並
塔
（
＇
り
回
さ
一

0
八
Cm

、
幅
五
七
e
m
、
厚
さ
三
一

e
m
、
安
山
宕
）
が
あ
る
C

国
道
と
の
分
岐
点
か
ら
こ
れ
ら
の
碑
付
近
ま
て
の
約
ぃ
ハ

0
0
m

旧
道
か
ほ
ほ
現
在
の
町
道
と
重
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
先
は
遁
も
消
え
、
国

の
庚
申
塔
（
‘
.
ぃ
回
さ
一
[
-
.

梗
示
合
橋
を
越
え
て
矢
作
に
入
る
と
、

IB
適
は
こ
血
草
に
お
お
わ
れ
て
は
い
る
も
の

の
、
人
の
通
行
に
は
支
障
な
く
、
昔
日
の
面
影
を
よ
く
と
と
め
て
い
る
（
）
そ
こ
を
約
一
―

:o

0
m
進
ん
だ
旧
道
の
北
側
に
、
寛
延
四
年
（
一
じ
五
ご

c
m
、
幅
六
O
c
m
、
厚
さ
一
四
c
m
、
水
成
岩
）
が
他
の
庚
申
碑
と
と
も
に
畑
に
接
し
て
建
っ

て
い
る
。
こ
の
古
碑
群
か
ら
約
二

0
m
離
れ
た
地
点
に
、

」
元
禄
村
絵
図
一
と
い
う
／
）

の
梵
字
供
養
塔
（
ん
向
さ
一
五

0

元
禄
―
―
一
年
（
一
六
九
九
）

の

に
晶
さ
れ
て
い
る
小
黒
山
の
一
里

に
、
葛
西
の
家
臣
亀
且
川
氏
の
屈
館
て
あ
っ
た
島
崎
館
跡
か
あ
る
し

5

位
が
合
八
ー
伽
木

e
m
)
な
ど
、

正
飴
五

11
〈
一
七
一
几
）

の
千

f
観
咋
11
石
像

〔
翡
さ
し
八
e
m
、
・
2

田
日
↓
じ

m
、

庫

V
-
c

げ

さ

一

じ

と
の
境
昇
て
あ
る
。

廿
―
:
~
r
(
-
i
、
\

．．
 
／

)

 

禾
ニ
ー
／
9

ノ
・
ノ
ー
ニ

の
占
碑

（
・
砂
さ
九
仕
Cm

、
輻
七
．．． 

cm、

厚
さ
．．． 

1

g

、
安
山
岩
）

川
に
架
け
ら
れ
た
木
橋

（
鰐
小
合
橋
）
か
、

大
原

〈
大
東
町
）

と
矢
作

（
陸
前
，
口
臼
田
市
）

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

本
殿
は
延
宝
四
什
（
一
六
七
六
＼

の
建
立
て
あ
り
、
境
内
に
は
天

m
進
ん
た
東
側
に
八
幡
神
社
か
あ
る
。
ガ
治
―
―
年
（
一
六
五
九
）
江
刺
郡
口
内
か
ら
大
原

に
移
封
さ
れ
た
伊
達
宗
房
か
、
寛
文
―
一
年
（
一
六
七
一
）
に
現
在
地
に
奉
遷
し
た
も
の

南
側
の
密
林
中
に
破
損
し
た
石
像
か
二
休
あ
る
。
以
前
、
こ
の
付
近
に
茶
店
か
あ
っ
て
旅

人
か
休
憩
し
た
と
こ
ろ
と
伝
え
て
お
り
、
夏
位
の
繁
茂
し
て
い
る
中
に
わ
す
か
に
道
筋
か

晶
め
ら
れ
る
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
約
―

km
進
む
と
標
示
合
沢
に
至
り
、

そ
こ
を
流
れ
る
谷
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出
川
に
落
下
し
て
お
り
、

と
こ
ろ
か
ら
、

そ
の
景
色
か
あ
た
か
も
白
糸
を
乱
し
て
懸
け
た
よ
う
に
見
え
る

か
く
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
滝
の
裏
手
に
閑
贔
院
堂
か
あ

の
滝
は
国
道
か
ら
約
―

km
北
に
あ
り
、

閑
鎮
院
堂
脇
を
流
れ
る
一
ば
水
か
岩
墜
を
ぬ
っ
て
生

進
し
て
い
る
が
、

．
ヽ
r
文
・
‘
ミ
~
ヽ

，
ノ
ー
ュ
カ

そ
の
分
岐
点
付
近
の
国
道
端
に
、

年
号
不
明
の
道
標

（
高
さ
五
五
Cm

、

立
は
明
治
二
五
年
(
-
八
九
一
．
）
て
あ
る
。

「
元
緑
村
絵
図
ー
に
ー
叫
載
さ
れ
て
い
る
白
糸

国
道
か
ら
約
六
m
離
れ
た
北
側
の
斜
面
に
一
例
に
並
ん
て
い
る
r

歌
は
安
政
五
什
(

八
五
八
）

月

K
州
の
凶
人
小
介
蜆
堂
か
、
詠
ん
た
も
の
て
、

碑
の
建

四
年
の
梵
字
供
五
塔
（
高
さ

10.'.,..l
Cm

、
輻
六

O
c
m

り
さ
―

-ocm
、
水
成
宕
＼

な
ど
の

ロ
の
国
直
に
面
し
て
，
11
糸
瀑
歌
碑

（＇砂さ＿

o
o
c
m
、
輻
六

O
c
m
)
か
建
っ
て
い
る
し
晶

典
．
字
＾
石
供
義
塔
（
‘
り
臼
さ
＾
四
．
九
e
m
、
輻
じ
J
i
e
m
、
肘
さ

c
m、
水
成
岩
〗
、

M

e
m
、
輻
五

0
c
m
、
肛
さ
一
五

cm)
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
石
碑
か
あ
る
し
こ
の
円
城
寺
入

cm
、
水
成
店
）
か
あ
る
J

そ
の
南
の
伽
木
に
は
、
洋
保
：
／
正

1
1
(
．
し
て
八

の
大
釆
妙

し
て
い
る
c

円
城
寺
地
内
に
は
が
保
：
：
打
〈
．
じ
―
八
）

の
梵
字
供
韮
塔
（
高
さ

---
一^11. 

東
方
の
峰
に
、

1r
―
と
刻
ま
れ
た
直
標

fd"r.1m~ (
.
，
こ
さ
＞
＿
＿

c

蘭^

1ciorn
、

ri-
一

.

C

厄

さ

間
半
、

一
本
尊
大
日
如
末
、

木
仏
坐
像
、

御
長
三
尺
、
但
作
者
相
知
不
申
候
巾
」
と
心

圃
城
寺
」
と
し
て
、

「
一
小
名

二
又
、

一
真
言
宗
、

一
仏
殿
南
向
竪
ヒ
間
半
、
横
六

の
矢
作
村
の
「
風
土
ゴ
叫
御
用
畠
出
」

（
以
下
、

「
安
永
風
士
記
」
と
い
う
）
は
一
薬
王
山

ら
れ
て
い
る
C

)

愛
宕
下
て
国
道
か
ら
左
手
に
生
出
へ
の
直
が
分
餃
し
て
い
る
か
、
そ
の
分
岐
点
に
真
言

宗
智
山
派
竜
王
山
円
城
寺
か
あ
り
、
閑
菫
院
宥
健
法
印
に
よ
る
慶
長
年
間
の
開
山
と
伝
え

一
元
禄
村
絵
図
」
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
か
、
安
永
四
年
（
一
七
七
五
／
）

宕
下
に
逹
し
て
い
る
C

や
か
て
祈
し
い
国
道
へ
と
姿
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
こ
て
も
昔
の
道
筋
か
―
つ
消

え
て
い
く
連
命
に
あ
る
。
立
木
橋
か
ら
坂
下
の
一
里
塚
（
「
元
禄
村
絵
図
」
所
載
）
に
至

る
旧
道
は
、
中
平
川
（
矢
作
川
）
に
沿
っ
て
国
道
の
東
側
を
進
ん
て
い
る
か
、

と
く
に
一
里

塚
付
近
ぱ
う
っ
そ
う
た
る
杉
林
の
中
を
行
く
の
で
、
5

世
や
雑
草
な
と
生
え
て
は
い
る
も
の

の
、
道
筋
は
明
瞭
て
あ
る
。
坂
下
の
一
里
塚
は
幅
約
―

-
m
の
旧
道
を
は
さ
ん
で
東
西
に
二

基
あ
り
、

と
も
に
石
柏
み
の
部
分
が
一
m
ほ
ど
あ
る
。
東
の
塚
は
闊
さ
ニ
・
五
m
、
周
囲

―
10・ 
丘

m
の
大
き
さ
て
、

そ
の
頂
上
に
任
約
六

O
c
m
の
松
の
切
株
か
あ
る
。
西
の
塚
は

国
逍
を
横
断
し
て
川
の
右
側
に
出
る
。
そ
れ
か
ら
ふ
た
た
ひ
国
迎
を
横
切
り
、
そ
の
右
側

を
走
っ
て
い
る
市
道
と
屯
な
っ
て
中
平
ま
て
進
み
、
そ
の
先
は
ほ
ほ
国
道
と
重
な
っ
て
愛

が
あ
る
。

)
こ
か
ら
中
平
川
沿
い
に
国
迎
と
部
屯
な
り
な
か
ら
進
み
、
坂
下
橋
の
所
て

砂
さ
―

-
m

周
間
一
'
0
•
五
m
て、

そ
の
川
卜
に
こ
れ
ま
た
径
約
―

o
o
c
m
の
松
の
切
株

（
一
八
七
―
―
.
)

南
向
弐
間
作
」

と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
[
牛
頭
天
工
社
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
o

社
名
の
改
称
は
明
治
六
年

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
元
文
五
年
（
一
七
四

0
)
奉
納
の
絵
額
、

「
弘
化
一
一
年
、
奉
造
立
牛
頭
天
下
宮
一
宇
為
村
中
」
と
晶
さ
れ
た
改
築
棟
札
な
と
か
あ

の
間
の
一
＿
又
に
一
里
塚
か
ー
叫
載
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
痕
跡
す
ら
と
と
め
て
い
な

い
。
た
た
一
里
塚
跡
の
位
置
を
確
認
て
き
る
の
み
て
あ
る
C

仙
婆
巌
は
阻
神
・
陰
神
の
二

岩
か
ら
な
り
、
陽
神
岩
は
数
ー

0
m
の
岩
石
か
国
道
を
お
お
う
よ
う
に
出
て
お
り
、
陰
神

岩
は
矢
作
川
を
隔
て
た
対
岸
に
屏
風
状
に
き
り
立
っ
て
い
る
。
陽
神
岩
の
背
後
の
山
頂

に
、
愛
宕
山
と
呼
ば
れ
る
宝
暦
一

0
年
(
-
七
六

0
)

岩
）
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
古
碑
群
を
過
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、

の
供
養
塔
（
高
さ
六
―
―

-cm
、
幅
五

o
e
m
、
水
成
岩
）
が
東
方
を
向
い
て
建
っ
て
い
る
。
そ
の
前
方
三

m
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
、

宝
暦
年
間
の
も
の
と
思
わ
れ
る
道
標
（
高
さ
四
四
Cm

、
幅
二
五
Cm

、
厚
さ
一
1

―-cm
、
水
成

そ
れ
に
は
一
卜
馬
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
約

1
0
0
m
 

旧
道
は
国
道
と
分
か
れ
て
そ
の
北
側
を
東

輻
―
―
五

cm
、
浮
さ
―

o
c
m
、
礫
岩
）
、
享
保
九
年
（
ー
し
二
四
）

の
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
、

1
泊
よ
り
北
側
に
辻
回
し
て
い
る
部
分
た
け
て
あ
る
。

瓦
緑
村
絵
図
一
を
み
る
と
、
そ

愛
宕
↑
か
ら
仙
婆
巌
付
近
ま
て
の
旧
逍
は
ほ
ほ
国
道
と
同
し
て
、
追
い
は
信
内
地
内
を

る。 土‘ネ

一
小
名
外
野
、

一
社
地
南
北
拾
五
間
、
東
西
拾
在
間
、

一
社

一
方
、
国
道
の
南
の
袖
野
に
八
坂
神
社
が
あ
る
。

一
安
永
風
士
記
」
に
一
'
-
牛
頭
犬
工

cm
、
幅
互
五
Cm

、
り
さ
一
四
Cm

、
水
成
岩
）
が
建
っ
て
い
る
。

り
、
そ
の
北
側
に
明
和
六
年
（
一
じ
六
九
／
）

の
閑
値
院
宥
健
仏
印
入
定
碑

（
靡
さ
一
四

0
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水
神
」
と
蛇
の
絵
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

~
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村
絵
図
」
に
「
日
月
一
と
晶
載
さ
れ
て
い
る
も
の
て
あ
る
し

「
安
永
風
土
品
」
は
「
日
月

た
び
国
道
と
合
流
し
て
い
る
。

ー
、

そ
の
川

旧
道
筋
の
北
側
に
日
月
神
社
が
あ
る
。

「
元
禄

）
 

,t,'

，' 

ご
出

'
’
f

一
，
大
水
神
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
九
Cm

ほ
ど
右
側

後
）
に
つ
く
ら
れ
た
石
垣
の
最
下
部
に
、
矢
作
川
に
南
面
し
て
斜
に
置
か
れ
て
い
る
道
標

通
っ
て
国
道
の
北
側
を
束
進
し
、

そ
の
先
は
松
の
介
沢
へ
の
迅
か
分
岐
す
る
地
点
で
ふ
た

梅
木
の
闊
柚
正
じ
家
の
西
側
て
国
道
と
分
か
れ
て
左
丁
に
人
る
旧
直
は
、

詞
家
の
後
を

閲
梅
木
ー
ド
淵
低

と
こ
ろ
に
径
一
―
-
c
m
の
丸
か
九
つ
あ
り
、

西
＇
」
の
字
の
下
一

1

五
・
五
Cm

の
と
こ
ろ
に
「
大

「
飯
森
沢
十
八
丁

然
石
を
用
い
た
道
標
は
そ
の
上
部
に
「
東
西
南
北
」
と
刻
み
、

「
東
，
一
の
字
の

F
八
c
m
の

——l 

ヒ
五
Cm

、
輻
五
五
c
m
、
摩
さ
二
五
Cm

、
化
岡
岩
）

わ
ざ
る
の
只
猿
か
刻
ま
れ
て
お
り
、
七
地
の
人
は
こ
の
塔
を
「
三
猿
」
と
称
し
て
い
る
。

こ
の
梅
木
地
内
に
は
多
く
の
道
標
か
残
っ
て
い
る
。
ま
す
、
梅
木
道
雄
家
の
前
を
走
る

（
高
さ
六

Ocm
、
幅
五
五
C
m
)

が
あ
る
。
国
道
か
ら
約
一

0
0
m
南
の
と
こ
ろ
て
あ
る
。

（
欠
損
）
、
南
ハ
鹿
折
気
仙
沼
道
、

刻
ま
れ
て
お
り
、
建
立
者
の
名
か
ら
し
て
宝
暦
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

部
分
は
＂
今
泉
高
田
道
“
と
あ
っ
た
も
の
て
あ
ろ
う
。
そ
の
近
く
の
矢
作
川
に
架
け
ら
れ

た
板
の
仮
橋
を
渡
り
、
対
岸
の
山
道
に
沿
っ
た
東
側
に
宝
暦
九
年
（
＾
七
互
九
／
）

m
ほ
ど
南
の
地
点
で
あ
り
、

(IL
面）

（
左
側
向
）

れ
て
い
る
。

の
下
部
に
は
、
見
ざ
る
・
聞
ざ
る
・
云

西
ハ
生
出
大
原
迎
、
茂
惣
次
」
と

な
お
、
欠
損

の
道
標

（
高
さ
八
五

em、
輻
七

OCrn
、
周
囲
一
九

Ocm
、
花
似
岩
ご
か
あ
る
。
国
道
か
ら
約
―

:;oo

士
地
の
人
は
「
お
水
神
様
」
と
い
っ
て
い
る
。
花
岡
岩
の
自

右
の
泊
標
は
も
と
も
と
現
地
点
に
あ
っ
た
よ
う
て
は
な
い
が
、

ど
こ
か
ら
移
さ
れ
た
の

さ
一
六
Cm

、
花
悔
岩
〕
な
ど
一

0
数
品
の
石
碑
か
あ
る
。
そ
の
左
端
が
元
文
三
年
の
も
の

て
あ
り
、
蛇
の
頭
の
よ
う
な
形
を
し
た
自
然
石
に
二
匹
の
蛇
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
か

ら
気
仙
沼
へ
通
す
る
道
を
約
―

km
南
ド
し
、
飯
森
沢
へ
の
道
か
分
岐
し
て
い
る
地
点
に
、

庚
中
・
山
神
な
ど
の
供
養
碑
八
柏
と
と
も
に
、
宝
門
年
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
道
標
（
高

さ
―

ooem、
輻
五
0
c
m
、
厚
さ
二
五
C
m
)

か
あ
る
。
こ
れ
は
旧
道
と
直
接
関
係
な
い

か
、
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
注
日
し
た
い
。
文
字
は
か
な
り
明
瞭
で
、
次
の
よ
う
に
刻
ま

℃
又
勿
j

欠

,I 

ま

右

ハ

や

み

ち

左
ハ
鹿
折
け
せ
ん
の
ま
み
ち

苫
光
年
へ
百
一
1

卜
．
次
直
広
百
ぃ
ハ
十
八
用

ャ
団
野
山
へ
五
パ
ー
て
次
道
広
．．
 

ri,
ハ
ト
八
甲

廂
野
山
へ
百
六
卜
：
．
次
直
仏
．．． 
白
じ
卜
，
ハ
甲
」

そ
れ
に
は
「
東
ハ

国
道
と
矢
作
川
と
に
は
さ
ま
れ
た
部
分
に
田
圃
か
あ
り
、

そ
の
間
田
時

（
明
治
．
―•
O年
前

（
一
じ
：
i

令八）、

安
永
．
一
年

（
／
じ
じ
コ
．
）

の
水
神
塔

（
．
り
回
さ
八
O
C
m

、
輻
六

Ocm
、
肛

か
も
不
明
で
あ
る
3

こ
の
道
梗
よ
り
附
手
の
山
す
そ
の
小
賠
い
木
立
の
中
に
尤
文
一
一
一
年

そ
卜
出
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
。

り
、
迎
標
に
は

「
愛
宕
山
、
五

T
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。

宝
屈
一
・
一
バ

11
の
供
壺
塔
（
占
詞
さ

以
勝
地
が
並
叫
さ
れ
て
い
る

文
字
は
風
化
か
は
げ
し
く
判
読
に
苦
労
す
る
か

宝
肝
一

4
/
1
"
．
じ
六
：
＿
＿
）
、
明
和
-
り
_
（
一
ヒ
大
在
）

の
供
槌
碑
な
ど
か
並
ん
て
お

に
ヽ

．
番
控
奥
国
松
飢

番
近
礼
国
竹
生
飢
、

お
お
よ

番
丹
後
国
由
利
相
一
と
、
打
叶
の

24 



!
Q
)
、
大
株
:

:
 年
（
一
八
四

0
)
、
lwJ
．
四
り
、
広
永
四
り
(

4

八
几
一
）
、
文
久

気
仙
：
：
観
打
と
し
て
有
名
て
：
；
バ

11
、
こ
と
に
聞
軌
さ
れ
る
両
脇
咋
は
と
も
に
閻
さ
一
；
八

化
一

0
年
(
[
八

q

●

-

.

／

)

の
馬
頌
観
世
在
額
の
ほ
か
、
文
化
八
年
、
文
政
一
：
．
年
(
-
八

）
の
観
背
党
の
本
咋
ぱ
も
と
曇
丈

．．
 

尺
あ
9

た
か

現
在
は
じ
尺
ぃ
ハ
寸

ヘ
. : ~. 

.,. 
ノ‘
C'ITT 
＼＇ 

御
座
候
巾
」

と
述
べ
て
い
る
気
仙
：
．
ぷ
l

:
．
紅
翌
日
の
パ
番
札
所
て
あ
っ
た
C

こ
こ
に
は
文

像
、
御
に
じ
寸
、

春
日
御
竹
之
由
中
伝
候
、

右
ハ
竹
郡
順
礼
一
11

十．
4

．
所
之
札
所
之
内
六
番

「
一
境
内
南
北
五
間
半
、
庚
内
四
間
、

,"', 
J礼

巾，
InJ
弐

間

四

面

、

＾

木

灼

金

仏

坐

井
戸
か
あ
る
。
駒
形
神
社
に
つ
い
て
「
安
、
水
風
士
晶
」
は

「
馬
頭
観
斉
堂
一
と
晶
し
、

塔
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
石
碑
が
あ
る
こ
こ
を
上
地
の
人
は
砧
の
神
と
称
し
て
い
る
か
、

旧
道
は
そ
の
前
の
峠
を
越
え
て
ふ
た
た
び
日
直
と
合
流
し
、
そ
の
先
は
ほ
ほ
国
道
と
重
な

っ
て
進
ん
て
い
る
そ
の
間
、
大
船
渡
線
の
陸
的
矢
竹
駅
か
ら
約
：
：

0
0
m
北
側
に
観
音

寺
跡
か
あ
り
、
現
在
は
畑
地
と
な
っ
て
い
る
か
、
そ
の
北
端
に
享
保
＾
ご
年
（
．
七
二
じ
〕

の
大
乗
妙
典
一
字
一
石
塔
（
高
さ
．
五

O
c
m
、
輻
」
ハ

ocm
、
厚
さ
―
―

u
e
m
)
が
東
向
に
建

っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
約
三

1

四
0
0
1
1
1右~
の
片
池
家
に
は
、
駒
形
神
社
と
館
屋
敷
古

明
六
年
（
一
じ
八
ぃ
ハ
）
、
寛
政
元
年
□

じ
八
九
）
、
安
政
二
介
＂
．
八
圧
丘
〕

の
庚
申

．
観
介
掌

．
小
名
党
ヶ
村

．
勧
ー
叫
坂
上
111
村
，
淋
昌
利
仁
打
中
大
日
人
年
御
勧
ー
叫
二
御
和
似
、
大
嶽
丸
御
退
治
之
即
、
竹

郡
．
鬼
之
円
小
友
付
二
早
iL加
、
紹
川
日
二
令
丈
、
欠
竹
村
二
紹
僅
と
中
似
鬼
神
仰
退
治
被

成
、
彼
ノ
屁
を
坪
候
即
古
ぃ
観
音
咋
被
相
汀
候
由
巾
＇
伝
候
、
且
後
仰
堂
晋
ー
叩
之
節
願
巾
上
、

竹
郡
上

h
i
I
日
檜
山
伺
林
ガ
詞
伐
木
被
卜
凶
、

Ir
的
JL
年：
．．
 
月
建
立
仕
候
れ

一
燒
内
，
田
北
拾
冗
間
、
東
西
拾
五
間
、
一
堂
白
向
四
間
四
面

9

本
偉
卜
口
皿
観
"11

、
木
仏
立
像
、
御
k
，
写
丈
人
尺
、
介

11
御
竹

脇
」
＞
店
空
歳
、
此
喜
門
両
尊
、
木
仏
」
凶
隊
、
仰
長
八
尺

恙
託
大
陣
帥
付
之
由
巾
伝
伏

八
．
拾
．
1

年
＇
二
心
度
芯
叩
胃
、
叫
ド
知
を
以
仰
間
帆
什
よ
似
れ

．
ぃ
詞
東
川
向

．
坦
じ
・
別
吋
観
＇
＂
ロ
ー
）

・
・
ミ
ー
し
］
．
し
ー

ク＇ー

に
：
・
｀
猿
‘
か
刻
ま
れ
て
い
る
）

の
ほ
か
に
、
が
保
．
四
年
□

じ
．
；
り
、
日
＾
じ
年
、

大

永
風
土
叫
一
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る

寛
保
二
年

〔
一
じ
四
．
こ

の
直
祖
神

.

,

J

^

「ノ

<

m

、

(
．

‘
h
さ

（

プ

C

)

m
、

¥

C

 

^
"
mじ
—

ふ

（

げ
さ
じ
Cm

、

9
)
 

．
 
名
ド

こ
よ
ヽ

i,IV 

こ
こ

「
厄
禄
村
鯰
図
に
観
畠
」
と
ー
叫
載
さ
れ
て
い
る
観
音
掌
か
あ
り
、

「
安

と
合
流
し
、
す
ぐ
分
か
れ
て
左
手
の
巾
追
を
進
む
か
、

国
川
か
ら
約
一

00111
の
地
点
に

じ
年
（
＾
ぃ
ハ

O
i
:
)
の
彩
色
鯰
馬
（
縦
四
0
.
;
-
g
、
横
几
八
・
じ
g
)

か
あ
る

ま
た

湯
心
畑
の
＾
甲
塚
を
州
ぎ
て
、

日
州
の
由
側
を
辻
日
し
て
い
る
旧
道
は
東
角
地
て

lIl
泊

は
本
尊
の
大

11
如
よ
像
な
と
多
く
の
仏
像
の
ほ
か
に
、

睦
的
，
ぃ
ぼ
山
市
文
化
財
指
[
し
の
慶
長

り
、
杉
の
巨
木
か
．
一
本
〔
甘
叫
し

ft̂
．九

Ocm
と
．

(
c
m
)
現
存
し
て
い
る

尺、

じ
i
1
1
1
<
J
点へ．，
1

ヽ

但
（
古
朴
久
イ

li化
1
ー

と
ー
中
さ
れ
て
い
る
に
谷
山
観
音
寺
か
あ
る
C

叫
寺
に

に
破
壊
さ
れ
て
今
は
な
い
か
、
北
側
の
塚
か

lrl
心
の
左
側
に
そ
の
痕
跡
を
と
と
め
て
お

`^‘‘ 
J
 
／
 

j
-r
 

一
仏
殿
東
州
向
、
緊
九
間
、

横
じ
間

本

叫

大

11
如
よ
、

木
仏
坐
像
、

11．テ之j
 

i
 

,'ー

「
元
保
村
紋
図
」
に
ー
叫
収
さ
れ
て
い
る
甲
塚
こ
枯
か
あ
る

出
側
の
塚
は
肘
直

1
削
叶

館
）
跡
か
あ
る
そ
し
て
こ
こ
か
ら
右
［
の
か
＂
間
に
は
、

安
永
風

t
ー
叫
」
に
「
．
真
ロ

.--:-: 
cm 
ヽ

厄
さ
一
：
九
Cm

砂
岩

が
あ
り
、

鋒
文
を
卜
に
し
て
倒
れ
て
い
る

l
1
}
¥

｀
川
ぃ
こ
ょ

レ
ー，
、
;
i
`

｀

9
ケ
、

t

,

i

l

約

111
北
側
に
犬
凹
御
祖
神
社
か
あ
り
、

さ
ら
に

．．． 

口

ulll北
方

に

幻

崎

城

卜＂タ

側
の
附
卜
に
、

沈
で
水
四

11
ハ
ーム

八
j_i_ 

ー・

'--'' 

の
直
路
改
修
，
IIL
念
碑
．

ぐ
げ
さ

]
.
u
c
m
、
i
i
 

ー
し
，
 ｝
 

ー

ocm
、
り
さ
：

ucm,-
か
建
っ
て
い
る

こ
の
塔
よ
り
北
力
の
神
叫
訓
に
は
、

I
逍
か
ら

側
を

JL
回
し
な
か
ら
11伽
ー
い
畑
に
至
る
。

そ
の
丁
面
の
げ
切
て

111直
か
カ
ー
フ
し
て
い
る
北

防
直
の
分
餃
点
に
弘
化

i
f
"
＾
八
四
．
JL
）
の
例

1
施
宿
培
（
・
砂
さ
ー
バ
じ
Cm

、
輻

れ
て
い
る

松
の
介
沢
道
の
分
餃
点
て
川
迅
と
合
流
し
た
旧
直
は
、

そ
の
先
、

l
．
ー
レ
し

仕
兄
の

j

立
派
な
四
脚
門
か
残
さ
れ
て
い
る
，

こ
こ
か
ら
約
―

:com
進
み
、

円
心
と
矢
件
川
の
捉

向
七
間
作
I

と
晶
し
て
い
る
C

）
こ
に
ぱ
享
保
＾

o
l
(
／
じ
．
＾
圧
ヽ

の
棟
札
か
保
存
さ

矢
作
村
の

111
入
を
代
々
炒
め
た
村
卜
家

（
中
平
和
家
屋
敷
）

社
」
と
し
て
、

「
＾
小
名
伽
木
、

一
社
地
南
北
拾
圧
間
、
束
西
拾
五
間
、

-
t
南

ー
ネ

年

i

＼
い
‘
-
．．
 
ノ）

(

-

／

/

―

―

 

は
諏
訪
に
あ
り
、

な
と
の
鯰
馬
約
凡

0
点
か
奉
納
さ
れ
て
い
る
"

そ
こ
に
は

25 



は
宝
、
水
一
一
一
年
(
-
じ

0
大／）

の
建
立
て
あ
る
。

「
安
永
風
七
叫
」
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
の
本

街
道
は
こ
こ
か
終
着
地
て
あ
る
。

る
し
す
み
や
か
に
保
存
策
を
検
討
す
べ
き
て
あ
る
c

坂
」
と
呼
ば
れ
、
今
呆
村
か
ら
み
れ
は
「
登
四
丁
」
て
あ
っ
た
（
安
永
四
年
の
今
泉
村
の

こ
の
坂
に
荊
川
の
一
用
塚
が
あ
り
、

旧
酒
の
東
側
に
：

Jll
だ
け
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め

て
い
る
。
こ
の
二
屯
塚
に
至
る
約
互

0
0
m
の
間
は
や
っ
と
人
か
通
れ
る
利
度
て
あ
る
。

一
里
塚
か
ら
約
五

0
0
m
東
側
の
国
心
沿
に
呆
増
寺
（
止
観
音
堂
）
か
あ
り
、
そ
の
本
堂

尊
は
正
観
音
（
木
仏
立
像
、
長
一
．
寸
五
分
〉
て
弘
法
大
帥
の
作
、

「
痒
形
観
世
音
」
の
横

額
は
松
島
瑞
巌
寺
先
仕
天
嶺
和
尚
の
書
て
あ
る
と
い
う
。
観
音
堂
ぱ
南
向
て
一
一
．
間
四
面
て

る
。
神
社
境
内
の
急
な

Il状
の
高
所
に
、

廷
宝
六
年
（
一
ぃ
ハ
じ
八
）

の
梵
字
供
義
塔
（
占
回

「
風
七
出
御
用
力
出
」
、

以
下
「
安
永
風
土
晶
」
と
い
う
）
。

地
南
北
拾
じ
間
、
東
西
じ
間
、

ご
社
南
向
壱
間
作
、

．
凡
屈
東
向
」
と
出
さ
れ
て
い
一
社

ま
で
松
並
木
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

叫
を
越
え
て
く
た
っ
て
行
く
坂
も
「
乗
越

一
安
、
水
風

t
f叫
」
に
二
入
神
社
」
と
あ
り
、

7

1

、

名

ト

ノ

H
、

―

一
-

l

,

／

,

＇

’r 

一
勧
請

度
長
年
中

風
七
晶
」
に
は
二
今
泉
大
橋
、
長
四
拾
八
間
、
幅
一
孟
一
間
、

一
今
泉
小
橋
、
長
拾
間
、
幅

o
e
m
で
あ
る
。
堂
の
右
側
に
は
尤
禄
じ
年
（
一
六
九
四
）
の
梵
字
供
錐
碑

em
、
幅
六
O
c
m
、
原
さ
二

.q.cm)
な
ど
一
四
晶
の
古
碑
が
あ
る
。
そ
の
中
に
は
、
碑
の
中

喜
⑥
と
刻
ん
た
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）
の
碑
も
あ
る
。

さ
て
、
矢
作
町
を
国
迎
と
屯
な
っ
て
進
ん
て
き
た
旧
道
は
、
外
道
尻
へ
向
う
市
道
の
分

岐
点
を
越
え
る
と
、

や
か
て
国
道
と
分
か
れ
て
右
手
の
市
道
を
進
み
、
矢
作
川
に
架
け
ら

江
戸
時
代
の
下
淵
橋
は
「
長
弐
拾
七
間
、
幅
壱
閻
半
…
…
当
郡
今
泉
村
江
之
通
路
」

（
「
安
永
風
土
記
」
）
と
い
わ
れ
、
現
在
の
位
置
よ
り
や
や
西
側
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
旧
道
は
、
現
在
の
下
淵
橋
か
ら
約
―

-
0
m
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
天
明
二

村
上
僕
斎
撰
文
）

の
削
を
通
り
、
山
谷
部
落
へ
通
ず
る
山
遁
を
登
っ
て
行
く

「
乗
越
坂
、
長
サ
拾
五
丁
」

そ
の
峠
が
今
泉
村
（
陸
前
高
田
市
）
と
の
撹
と
な
っ
て
い
た
。
い
下
淵
橋
碑
か
ら
約
八

0
0

m
ほ
ど
の
区
間
は
、

旧
道
の
面
彩
か
良
く
残
さ
れ
て
お
り
、
山
谷
部
落
付
近
に
は
大
正
頃

（
「
安
永
風
士
ー
叫
」
）
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

「
安
永

‘、A

こ

こ

カ

年
（
一
七
八
二
）

の
下
淵
橋
碑

（
高
さ
―
―

^
o
e
m
、
輻
-」

ノ‘・_・: ... 
cm 
ヽ

歴
さ
1

八

cm
、
水
成
岩
、

⑪
下
淵
橋
ー
今
泉
宿

れ
た
下
淵
橋
の
南
手
に
向
う
。

（
高
さ
八
ヒ

あ
る
。
さ
ら
に
こ
こ
に
は
［
安
観
音
堂
か
あ
り
、

＾
方
、

そ
の
本
杓
は
婦
人
か
児
を
庁
む
姿
を
し

．，

j
安
観

i"掌

一
小
名
祁
形

一
勧
ー
叫
御
郡
P
J
白
根
沢
卜
蔵
様
正
他
勺
中
御
党
御
建
立
被
成
骰
候
由
中
に
候
（
以
卜
略
）

．
燒
内
内
北
在
間
、
東
西
一
ぷ
．
間
、
一
骨
上
↑
団
向
壱
間
四
面

一
本
尊
礼
古
男
石
女
1
1
と
中
両
石
有
之
候
由
、
女
石
ハ
高
サ
万
尺
程
、
輻
四
尺
程
二
而
、
此

石
の
間
二
丸
キ
い
を
挟
‘
‘
、
其
形
婦
人
の

f
を
産
候
こ
と
く
二
御
廂
候
間
、
産
形
石
と
唱

よ
、
安
廂
之
祈
願
相
懸
申
候
得
ハ
霊
験
御
庫
候
、
仰
安
産
御
守
礼
御
別
当
泉
蔵
寺
方
相
出

似
、
い
伍
を
碑
本
尊
と
什
償
申
候
、
男
伍
ハ
何
カ
二
在
之
候
哉
相
心
得
候
者
無
御
咋
候
市

一
地
じ
・
別
％
泉
蔵
卜
す

1

祭

日

し

月

|

八

日

旧
道
は
荒
川
一
里
塚
の
と
こ
ろ
か
ら
市
道
と
重
な
っ
て
進
み
、

合
流
し
て
約
四

0
0
m
南
進
す
る
と
、
国
道
の
東
側
に
今
泉
大
橋
跡
、

や
が
て
国
道
と

西
側
に
北
野
神
社

か
あ
る
C

現
在
の
姉
術
橋
の
上
流
約
四

0
0
m
の
地
点
に
、
以
前
あ
っ
た
木
製
の
姉
歯
橋

の
橋
脚
が
残
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
が
昔
の
今
泉
大
橋
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

壱
間
半
、
右
式
ヶ
所
共
二
山
~
所
ぷ
高
田
町
江
之
通
路
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
北
野
神
社
は

太
田
道
灌
犬
神
社
一
＿
．
拾
一
．．
 

ヶ
国
二
御
建
立
之
節
、
右
社
御
勧
請
之
由
申
伝
候
巾
、

さ
／
じ

fLem
、
輻
冗
0
c
m
、
砂
岩
）
な
ど
六
状
の
石
碑
か
倒
れ
た
ま
ま
て
放
償
さ
れ
て
い

こ
の
北
野
神
社
を
過
ぎ
る
と
、

旧
遣
は
今
泉
宿
に
入
る
c

本
稿
て
取
上
け
て
き
た
今
泉

「
安
永
風
土
記
」
に
よ
れ
は
、
村
名
の
由
来
を
「
当
村

産
形
と
申
所
／
＇
往
古
泉
湧
出
申
候
二
付
、
村
名
を
今
泉
と
唱
来
申
候
」
と
述
べ
、

さ
ら
に

た
天
然
の
石
て
あ
る
U

安
永
風
士
晶
」
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
C

あ
り
、

奥
州
順
礼
三
．
；
．
番
札
所
の
う
ち
の
第
一
四
番
、

気
仙
郡
三
•
一
．
番
札
所
の
第
．
番
て
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寛
政
―
二
年
八
月
建
立
、

「
惹
来
塔
」
と
あ
り
、
山
ノ
日
と
松
川
ま
て
の
里
利
が
晶

0
湯
漬
畑
の
＿
里
塚
（
陸
仙
閻
田
市
矢
作
字
湯
油
畑
）

`~ 
ー（
 
〇
撫
ノ
木
の
道
標
（
ぷ
因
市
舞
川
字
枷
ノ
木
）

存
し
て
い
る
C

道
標
と
一
里
塚

「
元
禄
村
絵
図
」
に
品
載
さ
れ
て
い
る
も
の
て
、

旧
道
を
は
さ
ん
で
東
西
に
一
石
年
現

0
坂
下
の
一
里
塚
（
陸
前
高
田
市
矢
竹
字
坂
下
）

街
道
筋
に
残
る
主
な
文
化
財

存
し
て
い
る
C

は
こ
の
地
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る

れ
ら
し
い
跡
か
知
ら
れ
る
J

ち
、
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
中
に
詳
記
し
た
C

札
所
の
第
二
番
で
あ
る
。

宝
門
年
代
の
建
立
と
思
わ
れ
る
。

「
右
ハ
や
ま
み
ち
、
左
ハ
鹿
折
け
せ
ん
の
ま
み

「
如
邸
山
」
は
仙
台
輪
王
寺
臣
居
栓
杵
和
尚
の
書
て
あ
る
と
い
う
。
気
仙
郡
順
礼
―
―
―
1

・玉番

さ
て
、

旧
道
と
重
な
っ
て
い
る
国
道
が
、
姉
歯
伯
に

L
字
形
に
ま
か
る
角
に
代
官
所
跡

が
あ
り
、
南
北
約
五

0
m
、
東
酉
約
一
―

1
0
m
の
広
場
は
今
泉
保
育
歯
の
遊
び
場
と
な
っ
て

い
る
。
昭
和
一
―

1
0年
に
陸
前
高
田
市
は
市
制
を
施
行
し
た
か
、
そ
れ
以
前
の
気
仙
町
役
場

0
山
口
の
一
里
塚
（
大
東
町
大
原
字
山
口
[
)

一
元
禄
村
絵
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
て
、
道
の
北
側
に
一
瓜
、

0
小
黒
山
の
一
里
塚
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
小
黒
山
）

「
元
緑
村
絵
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

旧
道
を
は
さ
ん
て
南
北
に
二
基
現

0
飯
森
の
道
標
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
飯
森
）

尺
）
の
一
一
体
、
仏
殿
の
横
額
の
う
ち
二
乗
院
」
は
長
介
一
平
の
潜
、

一
金
剛
密
寺
」
と

バ

什

代

不

明

「
愛
宕
山
へ
五
丁
一
と
品
さ
れ
て
い
る

の
本
尊
は
大
日
如
米
（
木
仏
坐
像
、
長
二
尺
五
寸
）
と
如
店
輪
観
音
＂
木
仏
坐
像
、
長
一

し
、
そ
の
後
今
の
地
に
移
す
」
と
説
明
し
て
い
る
。

「
安
永
風
士
晶
」
に
よ
れ
ば
、
こ
こ

図
判
黒
山
へ
の
里
利
を
記
す
[
2

本
文
中
に
詳
記
し
た
。
]

祈
疇
所
な
り
、
其
の
寺
跡
い
ま
に
お
い
て
此
の
寺
の
持
頒
な
り
、
浜
田
よ
り
高
田
に
移

宝
暦
九
年
建
立
、
京
・
伊
勢
・
高
野
山
・
循
野
山
・
善
光
寺
・
日
光
山
・
鹿
的
・

ハ
生
出
大
原
道
、
茂
惣
次
i

と
出
さ
れ
て
い
る
。

「
気
仙
風
土
ザ
早
]
は
「
こ
の
寺
む
か
し
浜
田
村
に
あ
り
、
葛
内
領
の
頂
、
~
＂
茉
安
房
守
の

宝
屈
年
八
の
建
立
と
思
わ
れ
る
C

一
東
ハ

（
欠
捐
）
、
南
ハ
鹿
折
気
仙
沼
道
、

正
式
に
は

「
如
立
畠
山
二
束
院
金
剛
密
寺
」

と
称
し
、

し
具
言
宗
智
山
派
に
屈
し
て

い
る
ぐ

〇
梅
木
の
道
標
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
伽
木
）

、
ー
，イ（
 

m
離
れ
て
北
か
ら
並
ん
て
い
る
c

仁
和
四
行
（
八
八
八
）

の
削
建
と
伝
え
る
金
剛
寺
は
、

れ
て
い
る
C

今
泉
宿
の
西
側
に
は
、
今
泉
古
館
・
館
ヶ
脇
館
・
金
剛
寺
な
と
か
国
道
か
ら
約
―

:oo

角
形
を
し
た
日
然
石
に

一
南
す
る
さ
わ
、

（
右
）
さ
る
沢
道
、
十
一
一
里
’
]
と
晶
さ

り
、
と
く
に
大
原
宿
へ
の
里
程
は
、

「
大
逍
」
て
「
ぃ
ハ
里
拾
四
丁
四
拾
九
問
」
て
あ
る

〇
折
坂
の
絵
入
り
道
標
（
大
東
町
大
原
字
折
坂
）

う
。
こ
こ
か
ら
は
気
仙
沼
町
・
高
田
町
・
世
田
米
町
・
大
原
町
へ
の
泊
か
分
般
し
て
お

沢
迅
、
長
坂
道
の
方
向
か
出
さ
れ
て
い
る

じ
し
て
、

.
;
"
 

い
ず
れ
も
寛
永
一
几
年
（
．
六
四
一
ー
）

の
検
地
以
前
か
ら
の
町
場
て
あ
る
と
い

間
、
八
日
町
壱
丁
五
拾
丘
間
、

上
町
丁
切
方
下
町
丁
切
迄
尺
丁
三
拾
九
間
―
二
叫
座
候
」
と

文
化
八
年
建
立
、
地
蔵
尊
の
刻
ま
れ
た
下
部
に
狛
沢
直
、
加
田
道
、

〇
桃
の
木
洞
入
口
の
道
標
（
東
山
町

k
坂
字
南
磐
井
里
）

「
一
当
村
今
泉
と
申
宿
場
有
之
、
荒
町
四
拾
九
間
、
御
免
町
ぞ
拾
間
、

九

日

町

弐

拾

五

さ
れ
て
い
る
ヘ

西

正
法
寺
道
、
摺

わ
す
か
に
そ
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0
北
野
神
社
（
陸
前
励
田
市
気
仙
町
字
中
井
）

元
年
の
建
立
と
い
う
。

点
が
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

の
建
立
。

〇
駒
形
神
社
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
片
地
家
）

0
八
幡
神
社
（
大
東
町
大
原
字
八
幡
館
）

る。

0
八
幡
神
社
（
大
東
町
摺
沢
字
八
幡
前
）

七
年
の
句
額
が
あ
る
。

「
安
永
風
土
記
」
に
い
う
[
村
鎖
守
天
神
社
」
で
ヽ

「
安
永

「
元
緑
村
絵
図
」
所
載
、
明
和

〇
善
龍
寺
（
東
山
町
長
坂
字
里
前
〗

士
晶
」
）
。
現
在
の
本
堂
は
文
政
―
二
年
の
建
立
と
い
う
c

っ
て
い
る
[
3

0
二
十
五
尊
堂
(
-
関
市
舞
川
字
水
神
）

七
年
の
棟
札
を
保
存
し
て
い
る
。

社
む
す
び

0
火
産
霊
神
社
（
東
山
町
長
坂
字
太
田
）

年
）
、
観
音
像
（
秘
仏
）
が
あ
る
。

、
ー
，2
 
（
 
〇
菅
原
神
社
(
-
関
市
舞
川
字
原
沢
[
)

0
観
福
寺
(
-
関
市
舞
川
字
記
ケ
沢
）

神

社

た
小
野
寺
涼
太
夫
で
あ
る
。

旧
道
の
北
側
に
一
拭
、
そ
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。

0
荒
川
の
一
里
塚
（
陸
前
高
田
市
気
仙
町
字
荒
川
）

を
と
ど
め
て
い
る
>

「
元
禄
村
絵
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
旧
道
の
北
側
に
一
枯
、

そ
の
痕
跡

葛
西
の
臣
千
葉
胤
村
に
よ
り
天
正
一
八
年
勧
請
と
伝
え
て
い
る
（
社
記
）
。

風
土
記
」
に
い
う
「
荒
神
社
」
で
、
地
元
で
は
「
荒
神
様
」
と
敬
称
し
て
い
る
。
こ
こ

に
は
芦
東
山
奉
納
の
「
八
面
大
荒
神
」
の
扁
額
、
長
坂
の
俳
人
鈴
木
東
栄
奉
納
の
文
化

「
安
永
風
土
記
」
に
い
う
「
村
鎖
守
八
幡
社
」
で
、
康
平
年
中
の
勧
請
と
伝
え
て
い

伊
逹
宗
房
に
よ
り
寛
文
―
一
年
現
在
地
に
奉
遷
と
伝
え
て
い
る
。
本
殿
は
延
宝
四
年

「
安
永
風
土
品
」
に
い
う
「
馬
頭
観
音
堂
」
て
、
気
仙
一
二
．
1

．
観
音
の
六
番
札
所
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
文
化
八
年
を
は
じ
め
文
政
・
天
保
・
嘉
永
・
文
久
な
ど
の
絵
馬
約
五

0

「
安
永
風
士
品
」
に
い
う

□

大
神
社
」
て
、
慶
長
年
中
に
勧
請
さ
れ
た
と
い
う
。
元

治
元
年
再
建
。

0
千
手
観
音
堂
（
ぷ
因
市
中
里
字
川
辺
藤
後
）

文
化
＾
二
年
建
立
、
大
工
棟
梁
は
赤
荻
村
鉛
守
観
音
堂
や
中
尊
寺
弁
慶
堂
を
建
立
し

天
台
宗
。
東
光
山
。
も
と
真
言
宗
て
あ
っ
た
も
の
を
貞
享
五
年
に
改
宗
（
「
安
永
風

土
ゴ
叫
一
）
。
同
寺
に
は
阿
弥
陀
如
来
坐
像
〔
江
戸
期
）
、
不
動
明
王
立
像
（
天
保
ー
五

寛
政
一
一
年
建
立
、
同
年
奉
納
の
木
造
彩
色
の
二
十
五
尊
像
か
一
＿
五
休
完
全
に
そ
ろ

0
安
養
寺
（
東
山
町
長
坂
字
東
本
町
）

曹
洞
宗
。
城
高
山
。
も
と
真
言
宗
て
あ
っ
た
も
の
を
慶
長
二
年
に
改
宗
。
同
年
、
江

刺
郡
黒
石
村
正
法
寺
ロ
一
世
観
室
良
盛
和
尚
に
よ
り
間
山
と
伝
え
て
い
る
（
「
安
永
風

曹
洞
宗
。
龍
沢
山
。
紫
波
郡
松
山
村
大
光
寺
周
鼎
仲
易
和
尚
に
よ
り
文
明
―
一
年
間

山
と
伝
え
て
い
る
（
「
安
永
風
土
記
」
）
。
現
在
の
本
堂
は
文
政
二
年
の
建
立
。
本
咋

の
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
頭
部
は
室
町
期
の
も
の
、
体
部
は
慶
長
一
三
年
の
補
修
て
あ
る

（
銘
文
）
。

0
長
泉
寺
（
大
東
町
大
原
字
長
泉
寺
先
）

曹
洞
宗
。
亀
宝
（
峰
）
山
。
葛
西
一
族
山
吹
館
主
千
築
信
広
間
基
、
機
外
疫
俊
和
尚

に
よ
り
文
明
三
年
間
山
と
伝
え
て
い
る
（
「
安
永
風
士
記
」
）
。
現
在
の
本
堂
は
元
文

、＼ーぃ

寺

囮
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0
道
場
の
古
碑
群
(
-
関
市
舞
川
字
道
場
）

あ
る
。

〇
道
場
峠
古
碑
群
(
-
関
市
舞
川
字
道
場
）

る。
真
言
宗
。
竜
王
山
。
閑
蘊
院
宥
健
法
印
に
よ
り
慶
長
年
間
開
山
と
伝
え
て
い
る
。

0
観
音
寺
・
観
音
堂
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
寺
前
）

真
言
宗
。
長
谷
山
。
慶
長
九
年
の
開
基
創
建
と
伝
え
て
い
る
。
こ
こ
に
は
慶
長
七
年

い
う
。
気
仙
三
観
音
の
一
っ
で
、
本
尊
は
三
三
年
ご
と
間
帳
さ
れ
る
。

真
言
宗
。
如
意
山
。
仁
和
四
年
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る
。

番
で
あ
る
。

「
安
永
風
土
記
」
に
よ
れ

ば
、
本
尊
は
大
日
如
来
と
如
意
輪
観
音
の
二
休
で
、
気
仙
郡
順
礼
―
―
・
―
―
一
番
札
所
の
第
二

真
言
宗
。
医
王
山
。
現
在
の
本
堂
は
宝
永
二
年
の
建
立
て
あ
る
。

「
安
永
風
土
記
」

に
よ
れ
ば
、
本
尊
の
正
観
音
像
は
弘
法
大
師
の
作
、
正
観
音
堂
は
奥
州
順
礼
―
―
―
―
―
一
番
札

所
の
う
ち
の
第
一
四
番
、
気
仙
郡
三
三
番
札
所
の
う
ち
の
第
一
番
札
所
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
こ
に
は
子
安
観
音
堂
が
あ
り
、
そ
の
本
尊
は
婦
人
が
児
を
産
む
姿
を
し
た
天
然
の

石
で
あ
る
。

文
化
八
年
の
雷
神
塔
を
は
じ
め
文
政
・
安
政
・
文
久
・
慶
恥
な
ど
の
古
碑
六
基
が
あ

安
永
九
年
の
御
崎
大
明
神
・
横
山
不
動
尊
碑
を
は
じ
め
文
化
・
文
政
な
ど
の
古
碑
が

〇
柵
瀬
古
碑
群
(
-
関
市
川
辺
字
久
保
）

〇
泉
増
寺
・
正
観
音
堂
（
陸
前
高
田
市
気
仙
町
字
荒
川
）

0
金
剛
寺
（
陸
前
高
田
市
気
仙
町
字
町
裏
）

「
安
永
風
土
記
」
に
よ
れ
ば
、
観
音
堂
は
正
徳
元
年
の
建
立
と

文
政
一
一
年
建
立
。

〇
善
龍
寺
境
内
の
芭
蕉
句
碑
（
東
山
町
長
坂
字
里
前
）

〇
館
合
道
路
傍
の
古
碑
群
（
東
山
町
長
坂
字
館
合
）

0
千
葉
院
の
古
碑
群
（
東
山
町
長
坂
字
館
合
）

④

古

碑

古
碑
―
―
基
（
う
ち
明
治
期
の
も
の
一
基
）
が
あ
る
。

基
）
。 寛

政
一
芝
年
の
清
水
観
世
音
碑
を
は
じ
め
文
政
・
弘
化
・
嘉
永
な
ど
の
古
碑
五
基
が

頼
三
樹
一
云
一
郎
揮
奄
の
弘
化
．
―
-
年
の
金
剛
山
碑
を
は
じ
め
、
天
明
・
文
化
・
文
政
・
安

0
熊
野
神
社
の
古
碑
群
（
東
山
町
長
坂
字
町
裏
）

明
和
三
年
の
庚
申
塔
を
は
じ
め
寛
政
・
文
化
・
文
政
・
天
保
の
古
碑
な
ど
が
あ
る
。

0
沢
の
入
道
路
上
の
古
碑
群
（
東
山
町
長
坂
字
東
本
町
）

明
和
三
年
の
庚
申
供
養
碑
な
ど
一
一
基
が
林
立
し
て
い
る
（
う
ち
明
治
期
の
も
の
三

0
愛
宕
神
社
祭
り
場
の
古
碑
群
（
東
山
町
長
坂
字
柴
宿
）

明
和
七
年
の
庚
中
碑
を
は
じ
め
安
永
・
寛
政
・
文
化
・
文
政
・
安
政
・
万
延
な
ど
の

0
五
輪
坂
上
の
古
碑
群
（
東
山
町
長
坂
字
館
合
）

天
明
七
年
の
天
神
宮
碑
を
は
じ
め
寛
政
・
文
化
な
ど
の
古
碑
九
基
か
あ
る
。

享
保
一
九
年
の
奉
念
庚
中
塔
を
は
じ
め
天
保
・
L

ヅ
加
永
な
ど
の
古
碑
丘
見
か
あ
る
，

文
政
八
年
の
西
国
一
予
一
卜
：
．．
 
順
礼
塔
な
ど
五
桔
が
あ
る
3

「
さ
ざ
小
蟹
足
叫
卜
る
し
み
づ
哉
、
芭
魚
」
と
あ
る

文
政
一
四
年
の
金
華
山
碑
な
ど
化
政
期
の
占
碑
四
基
が
あ
る
。

0
高
卜
坂
登
り
口
の
古
碑
群
（
東
山
町
松
川
字
瀧
ノ
沢
）

る。
文
化
一
四
年
新
妻
斉
右
衛
門
建
立
。

一
山
路
来
て
何
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草
」
と
あ

の
彩
色
絵
馬
が
あ
る
。

〇
宿
前
の
芭
蕉
句
碑
(
-
関
市
舞
川
字
宿
前
）

政
な
ど
の
占
碑
六
基
が
あ
る
。

「
安
永
風
土
記
」
に
は
↓
薬
玉
山
闘
城
寺
」
と
あ
る
。

〇
菅
原
神
社
の
古
碑
群
(
-
関
市
舞
川
字
原
沢
）

あ
る
。

0
円
城
寺
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
愛
宕
下
）
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寛
延
四
年
の
梵
字
供
養
塔
な
ど
九
基
が
あ
る
。

立
し
て
い
る
。

0
観
音
堂
境
内
の
古
碑
群
（
東
山
町
長
坂
字
太
田
）

延
享
元
年
の
奉
念
庚
申
供
旋
塔
を
は
じ
め
天
明
・
文
政
・
慶
見
な
ど
の
古
碑
五
基
が

0
高
金
坂
道
上
の
古
碑
群
（
東
山
町
長
坂
字
荒
瀬
）

〇
雲
南
田
の
渡
船
碑
（
大
東
町
摺
沢
字
雲
南
田
）

弘
化
四
年
建
立
。
砂
鉄
川
の
渡
河
点
付
近
に
あ
る
。

0
高
建
寺
の
古
碑
群
（
大
東
町
摺
沢
字
高
建
寺
）

安
永
四
年
の
庚
申
塔
を
は
じ
め
文
政
・
嘉
永
な
ど
の
古
碑
一

0
基
が
あ
る
（
大
正
期

の
も
の
を
含
む
）
。

安
永
七
年
の
八
幡
祠
碑
を
は
じ
め
文
化
・
天
保
な
ど
の
古
碑
八
某
が
あ
る
〈
大
正
期

の
も
の
を
含
む
）
。

〇
折
坂
の
古
碑
群
（
大
東
町
大
原
字
折
坂
）

化
政
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
芭
蕉
翁
之
碑
（
「
な
つ
山
や
所
々
に
わ
す
れ
雲
、
年
＜

れ
ぬ
笠
着
て
わ
ら
じ
は
き
な
が
ら
」
）
を
は
じ
め
文
化
・
天
保
な
ど
の
古
碑
五
基
が
あ

る
（
う
ち
明
治
期
の
も
の
一
基
）
。

0
八
幡
神
社
境
内
の
古
碑
群
〔
大
東
町
大
原
字
八
幡
館
）

天
和
三
年
の
古
碑
・
正
徳
五
年
の
千
手
観
音
碑
な
ど
―

i
O
数
某
の
石
碑
・
石
像
か
林

0
小
黒
山
の
古
碑
群
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
小
黒
山
）

0
八
幡
神
社
境
内
の
古
碑
群
（
大
東
町
摺
沢
字
八
幡
前
）

延
宝
ぃ
ハ
年
の
梵
字
供
捉
塔
な
ど
六
几
か
あ
る
。

大
明
一
一
年
建
立
。
村
上
僕
斎
撰
文
。

0
下
淵
橋
碑
（
陸
前
占
向
田
市
矢
作
字
山
谷
）

嘉
永
四
年
建
立
。

享
保
―
四
年
の
庚
申
碑
を
は
じ
め
天
明
・
寛
政
・
安
政
な
ど
の
古
碑
が
あ
る
。

0
観
音
堂
境
内
の
古
碑
群
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
寺
前
）

元
禄
七
年
の
梵
字
供
蓑
塔
を
は
じ
め
享
保
・
延
享
な
ど
の
古
碑
一
四
某
か
あ
る
。

0
北
野
神
社
境
内
の
古
碑
群
（
陸
前
・
碕
田
市
気
仙
町
中
井
〗

0
八
丁
館
大
手
門
の
古
碑
群
（
大
東
町
摺
沢
字
但
馬
崎
）

安
永
六
年
の
仏
塔
な
ど
六
基
が
あ
る
。

0
東
角
地
の
古
碑
群
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
東
角
地
）

「
月
嶺
山
桂
芳
謹
誌
」
と
あ
る
。

明
和
七
年
の
庚
申
碑
な
ど
四
悲
が
あ
る
。

0
道
路
改
修
記
念
碑
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
耳
切
）

〇
礼
田
の
古
碑
群
拿
大
東
町
摺
沢
字
礼
田
）

（口）

尤
文
三
年
の
水
神
塔
な
ど
一

0
数
基
、
か
あ
る
。

〇
梅
木
の
古
碑
群
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
梅
木
）

、1
,イ
，
、

享
保
一
．
ご
年
の
大
乗
妙
典
一
字
一
石
供
蓑
塔
な
ど
五
基
が
あ
る
。

安
永
八
年
の
馬
頭
観
音
碑
な
ど
四
基
が
あ
る
。

安
政
五
年
長
州
の
詩
人
小
倉
糾
堂
が
詠
ん
だ
瀑
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
明
治
二
五
年

の
建
立
。

明
和
六
年
村
上
僕
斎
撰
文
、
生
出
の
連
之
丞
・
喜
総
右
衛
門
建
1
>
。

〇
閑
薫
院
宥
健
法
印
入
定
碑
（
陸
前
高
田
市
矢
作
字
西
越
）

あ
る
。

0
白
糸
瀑
歌
碑
（
陸
前
閻
田
市
矢
作
字
愛
宕
下
）
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大東町旧道（昔の面影が残っている）

;
‘`
 

3
.
 

i
 

り

1
J
’

、̀
ー`・
i

＂い｝・
、な
＼

．？
t
T
g
i

.`‘ 

パ蒻[.

4
 

.t̀．亀・

“ヽ
pヽ
.
5}

•

た

•
一
’

夢9く
濤
囀
．＂f
[ぢ

零
•

大菓町

大東町古碑

fflllta'l'W 已菫l

•’ 
‘、•

• 
9
 

今：

c

：．．
 

・

ク

＇ 

•I

r 
》

．

．` 、．
乃
〗．ロ

•’ 

、¥9

電

・．．
 

iヽ
'1.

/i
[
tへ'.1．
 

ヽ
’

／
 

r
 

.• 

9
,
 

，

鼻

‘
 Ii~ 

・・. t, ， 

, .. --ミ，.. 賣 .... -.... ~....... , • ._、~~~忍'•,, .,., ...、-C•' ヽ.'.,, . •·''• 
ト、'J,11• ••• ,. 
、-::.~ '

R 

～戸—示、一
ヽ

~

大東町八幡詞碑 大東町古碑群

32 



＼
 

ー・

噸

．
．
 

,．

I
`
.
 

9§‘ 
.
.
 

'ヽ• ＂ ．
 
•• ャ’•• 9.e ．． ．^ 

f
 -.•• ．．

 

会・＂、
..
.
 
‘
 

4
 

＼
 

`
“
 

.
•• 

｀
 

9

.

、.
• 

へ'
.
.
.
...t‘

・・

•

J. 
．．
 ．
 

．
 
s
.

＇`・
 

ご

•
V
.
K
r
.
.
.

.

..
、
.`
 

．
 

．．
 
↓
.
。

／ぐ・・
e.

.`... 

．
．．．`
 ＇ ｀
 

・
｀
ィ
、―

.•

• 
,
 

.• 
・̀ ．． 
ふ^
＇

.

.

.
、
.
f
.
 

/
 
．． 
＇
v
 
．
 ．
 

．．
 
t
 

:, ,,, 

さ;~-?·・全r.~
. ~ ·-( ~' , •• :-・.. . 
大東町絵入り道標 大東町古碑

薗
...、̀．、
',:> .-·'·'• .. 

● ,、•. ヽ會.... . . .. 
ク嶺疇．字.;., 
砂麿．ぷ．；

伝炉厨;{
.,.,~ 吝ヽ咤~~'t '~

: .-.,1li,i;:_1~~!? 
大東町古碑（芭蕉翁之碑） 大東町脳菩神社

一
、
V

'i.•· -• ·:~、"~なでゞ区... ,,. , . —-.;,.::._,·.. 
!~-・<-?t,,;,,'.、

. — 

｀ 
． ぶ:~』し・

ー ・~

嗜

目
墨’

Iii:! 

l
i
o

:・・ニ
互

t
 i,
．
 

ーy-

、

冷，｝＇、、、`4．ぎ・
j
‘
4
.
1
 
•. 
―
 

．
 

.
、
]
．

,r `

 

r
 

～
 
＇ 
．、｀ヽ・

大東町 大原神社の大石

大東町古碑 （寛政九年）

33 



・勇

~ 

ャし

-— 喝饂 111藝i_..... -- n 
＇ 
., 

.、*:. ... ~ ‘.,. “ ＇ ~ 1 ・, 
>噸鳳--=

大菓町長泉寺 大東町 大原宿 （元禄11年の古絵図干厩図書館蔽）

っ國闘ヒ

霞層眉 靡`
/, 
・ヽ

'·<、~-:-··、::-,;:--
ーヘ・ク・，．

---¥ ., 
-.. ., . 

ヽ~~4, 后心ー；竺!:~、`、
,.,~ .. -- み心，．や柘.~、： ; 、-.

,• ヽ•J~r ― ` 』、,•. :_~、嗚ももお ,:_\_~
• ヽ→・,_. ¥ .... _::::J,, 

慶i
II:' 

．．
 ．
 `
 

ー

知{_."l~
大東町境界 （大原と矢作） 大東町 八幡神社

大東町摺沢村 （文化14年の古絵図摺沢公民館蔵） 大東町摺沢村 （元樟11年の古絵図加藤進一氏蔵）

34 



陸前高田市一里塚 （小黒山）

陸前高田市 一里塚 （坂下）

~ .醤菖l ・嚢
~J 

羅眉誓•冒圃
,_ 

ヽ

ヽ ヽ`  ー
-‘
 
、ヽ

1.
.、

•  ̀

／
 

ヽ
＼
，、一
（
 

?~ 

•·•
` /
 

.,ず‘
ー
．
．
 ふ．

i
ク｛
＇ 

囀

.-. 編・ ・ 一~-
9 、,. ふ｀ ， ＇、べ、ヽr,{~.. 、 し・. ;
、,~-... ¥;. ヽ ・ヽ ・ ~--~ ・ぶ・ .・.・ .. 

・ ヤ`‘
，こ

• ,, " . ペ . ,.・、:-: ゞ ・、•·· ベ．．．--、-,;・f、こ ヽ、｝鼻 ・・-ヽ心 、ヽ．心..・ 鴫.' ,. ヽ ．、. ,. ~ - (,,,, . ;,• ,. .. ,、''
: ・ 

:.\~、令・ ~-
S 、・釦~ - \ ;
·"·'・ ·tヤr ~"'.ヽ
・~-、 .<

(11.,.i 

＇ 
I, • . • I ._,、::---:-=-=--:.-~-云-~----•、,.、 - --
-・ 一:・.,,~~~;! , ...,.eヽ~_.;~か.• 
・令 ~_.._ _ ·--~」~-, ~ ・: . 

.J}/--'タ-. 
● -・. ・ ,. r・‘

陸前高田市 標示合橋（矢作側よりIIU)

陸前高田市消えようとしている旧道（左上）

右下は山道 右上の崖のあたりは国道343号

．．ロ・、"{
一
ご

]

．

ぃ

・

む

一

4
.
 

、

t
i

.

.
l
.
.
‘•• :>

;
9
 

i
 

．ぶ
―

•
『

'

.
`
．
．
．

'‘a 

一

L

9
-

、

.

.
 
、
•．ヽ

L
.

9
 _o
.
 

；

~ぷ
ず
こ
・・
｛そ．．．‘

．

,
 
．．
 

`
 

り
し
9
,
．i-

•9 
i
 

令

9
-

-
．．
 

ヽ

．

―

i

．そ

..•• 

‘
 
•
•
• 

．^
 

}
”
.
 、,.... 
―
 

[J:ク
｝
．
(

―ヽ

-f̀
ゥ・・
集
，

陸前高田市道標（梅木） 陸前高田市供養碑群
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饉前高田市 陸前怠田市道檬（梅木）

陸前忘田市廻国塔 陸前高田市道標（飯森）

今泉大橋踪
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今泉街道(1) 

挑の木制人IIの道標

霊宥神社祭り崎町山碑

丘桔坂l町内碑sI

千葉院の古碑

館合道路{去の碑

同向Îi~l

車島l社

能沢山再飽-!j:

:J(N~笠神社

組背堂境内の岬

lf見合坂道!の岬

10m沢村との道境にある碑

安聾--!j:入nの碑
マリヤ観fff量
日f栴向il]l

城市山安聾咋37 
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お卜坂登り目的古碑

泰書太J!!;妙典ーヰ一石碑、?滑町水量酪観R世骨背苔

一旦虫H塚‘跡

旧松川村と旧長坂村のi且境

志来t喜、松川 市I沢街道交差出

旧道と吉凹氏邸門

旧道東山町との境界附近

Jn中碑

行人塚

御蔵場跡

駆引IJJi.j止

!克巾t苔

沢の人道路上の古碑群

常川仏内田氏邸

'J，1..ι柑階、古碑群
二1-li咋(担堂

芭1Ml)碑

熊野神社

舟場跡

9

0
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1

2

2

 

18 

明

ω
幻

剖

お

鉛

u
m
m
m
 31 
32 
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千手観世音堂

街道筋 (川辺)古碑群
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和111地内l片岬

制111地内古岬群

旧舟波場跡IK碑昨
薬師堂

持地地内古碑群

観稲存

斉叫神社

A神山

道場峠"了碑僻
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金叫神社町民中岬

山日大白lJi1['岬
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大阪神社町民巾i高

山政雄

1f日神社
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荒神社

艦水町一里塚跡

折劇的lum碑
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勝再神社
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24 水神格

25 日円神社

道標

'1 27 一里峰 (渇t古畑培)
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，ペ

この地t<"ム述JHil'l土地理院長の検dを件て.]lil院先行の5JiJtの i地形1"1をf担割Lたιのてある (Jp;.，;2，砕け)1f{155総 111.中0;228月



印 発

刷

山

口

北

州

印

刷

株

式

会

社

.
T
 
,'ー

柚

艇

ー々

'" 仁・

手

県

教

有

委

員

会

岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
課

昭
和
五
ャ
五
年
三
月
――-
+
．

H

発

行

公

｀

染

街

逍

礫
贔
文
化
財
調
査
報
告
書

第
四
十
一
集


	岩手県文化財調査報告書第41集　今泉街道0001
	岩手県文化財調査報告書第41集　今泉街道地図１
	岩手県文化財調査報告書第41集　今泉街道地図２
	岩手県文化財調査報告書第41集　今泉街道地図３
	岩手県文化財調査報告書第41集　今泉街道地図４



